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1．調査のねらいと経過

社会科の共同研究として，この社会認識調査を実施して今回ほ第4回目である。第1回目ほ78

年度に予備調査として，本校の中学生。高校生の6学年を対象に実施した。その結果は「研究報

告 第18集」（1979年3月）に報告した。また第2回目の本調査ほ翌年の79年度に，予備調査同

様，本校生徒6学年を対象に実施し，その結果は「研究報告第19集」（1980年3月）に報告した。

第3回目ほ本校生徒だけでなく他校の協力を得て実施し，その結果は「研究報告 第21集」

（1982年3月）に報告した。しかし，昨年分の調査は，実施時期の関係で高校3年生が除かれて

いる事，協力校の調査対象数が限られている事などの問題があった。さらに，設問内容の難易度，

設問項目数等においても検討すべき点が出てきた。そこでこれらの点に再検討を加え，本格的に

実施したのが今回の調査である。

この3回の社会認識調査の狙いは，第1ほ，中等教育における社会科の学習を通して「社会認

識」がどのように形成され，変化するのか，中高6年間の変化から額推していくことであり，さ

らに，そこから「社会認識」の形成。発達と教科としての社会科の関わりを明らかにすることで

あった。第2ほ「現代社会」を導入するにあたって，中等教育の前期と後期との結節点としての

「現代社会」に何を期待すべきかを考えるための基礎データとして，中高生の意識の実態をつか

む必要があると考えたからである。

なお，「社会認識」とほ何かの定義づけほ，十分に出来ているとほ言いがたいが，一応，社会事

象に関心を持ち，それらの申から本質をつかみとる，即ち法則的に捉える能力であり，主権者と

してより良い社会を実現していく力となりうるものであると考えた。この「社会認識」の深まり

の程度を認識の発展段階において一応段階に区切ると，第1に，事実を正しく見ているか，即ち
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事実認識がしっかり出来ているか，これが基本としてあろう。第2に，ある事柄をどの様に見て

いるのか，考えているのか，即ち，物の見方，考え方の問題があろう。第3にそれらの事柄につ

いて，本当にその様な見方，考え方で良いのかを疑問に感じ，より深く見ようとし，考えようと

する能動的働きがあるか，が必要となろう。さらに第4に，そこに自分をどのように関わらせよ

うとしているのか，主体的な生き方の問題があろう。こうした「社会認磯」の深まりが，具体的

事象を通してどう表われているか，また関連し合っているのか調査しようとしている。

参考までに過去3回の調査結果のまとめを掲げておく。

第1回臥 第2回目のまとめとしてほ次の6点があげられている。

（1）78年度と79年度の調査によって，学年進行にともなう社会認識の深まりを確認することほ困難である。

歴史認識，地理的認識，人権意識，経済民主主義の観点などにおいて，社会認識の一定の部分的な深まり

を読みとることほできたが，期待する水準からみればまだ不十分である。さらに，平和主義，政治的民主

主義，文化などでほ，社会認識の深まりを確認するにいたっていない。

学年進行とともに，事実認識が深まることは確かめられるが，考え方の面からみた社会認識が発展して

いるとほいいがたい。

（2）本校社会科でほ，実践的態度を知識・理解とともに，社会認識の一側面とみなしているが，この面から

みても，学年進行にともなう発展を確認することができなかった。

（3）両側面からみた社会認識が，なぜ発展していると確認できないのか。また，学年の個性がかなり強く，

とくに中と高とで，社会認識の相対的な高さをみせているが，なぜなのか。こうした問題ほ，授業実践と

きりほなしたアンケート調査だけで解くことほむずかしい。

（4）次年度以降，社会認識向上のための授業実践と実践研究が必要である。また，調査結果を取り入れたカ

リキュラムが必要である。

（5）次年度ほ，社会認識調査を続けると同時に，社会認識育成のためのカリキュラムを「現代社会」を中心

にして検討していく必要がある。

（6）第1年度・第2年度ほ本校生徒だけを調査の対象としたが，次年度以降，他校との協同調査が必要であ

る。

第3恒柑のまとめとしてほ次の10点があげられている。

（1）前年度の課題の一つであった他校との協同調査を初めて実施した。調査対象校種，調査対象人数，実施

学年等で一定の限界ほあるが，本校だけで実施している場合と遮った角度で検討が出来た。

多くの調査項目において本校と他校で同じ様な傾向が見られ，男女の差も顕著ではなかった。

しかし，一部の項目において，本校生徒の特殊性，生徒の層の違いが社会認識の差となって表われてい

るものがあった。また，本校中学生の傾向と協力校の高校との傾向が似ている個所が見られた。

（2）設問の文意を読みとる事が出来ないので，教師が解説しなければならない。設問そのものが難しすぎる

という指摘が協力校の中学からあった。また，中学生にほ，設問数（50項目）も50分の調査時間でほ多す

ぎるとの指摘もされた。

前回よりも設問に具体性を持たせ，易しくする試みをしたが十分ではなかった。

く3）設問の具体化ほ，山定程度“タテマエ”の回答から“ホソネ”の回答へと近づけた。しかし，一方具体

化によって，こちらが意図する設問作成が難しくなったことと，具体例の出し方によってほ回答が大きく

変りうる要素が強くなったのでほないか。

（4）前年度も指摘されたが，学年進行による変化があまり見られない。特に物の見方，考え方の面から見た

社会認識の深まり，発展は弱い。
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それほ，社会科教育の果すべき役割の相対的地位の低下を意味するであろう。しかし，この事ほ単に教

師サイドの問題だけでなく，生徒の社会に対する関わり方の変化も大きい要因となっていよう。

（5）社会認識の一側面として，知識・理解と共に実践的態度を考えているが，生徒の主体的な生き方の弱さ

というものほ，実践的感度の面で近年，益々弱くなるようである。

（6）社会認識が深まり，発展をしないが為に，本来矛盾している事が，矛盾が矛盾として認識されず，意識

が分裂されたままの状態が見られる。

（7）生徒の社会認識の形成とマスコミなどの情報とほ密接に結びついており，低学年はどその影響をストレ

ートに受けている。情報化社会の中で，その儀向は強まって るようだ。

（8）しかし，身近な生活に密着した問題においては，健全な感覚を持っている。

また，平和意識についても，マスコミ等の影響を受けつつも，健全と言えよう。

（9）前年度からの課題である，「現代社会」，あるいほ社会科全体のカリキュラムにこの調査をどう位置づけ，

反映させていくかの検討ほまだ出来ていない。個々の担当者にまかされているのが現状である。

托α 次回にほ以上の事をふまえつつ，他校との協力関係を強め，総合的検討の上に，実施する必要があろう。

2．今回の調査の概要

。調査項目ほ，項目，マークシート方式を採用し，十肢択一で行った。

。調査時期

・調査対象

1982年9月～10月

中学生1563名（内女子653名）

中。1527名（本校生120名）

中。2 517名（
〝

117名）

中。3 519名（ 〝 118名）

高校生1727名（内女子770名）

高。1587名（本校生159名）

高。2 561名（
〝

143名）

高。3 579名（〝 149名）

協力校：中学校ほ千代田区立今川中学校，足立区立入谷中学校，立川市立第九中学校，私立森村学園中学

校，私立吉祥女子中学校，栃木県。河内町立南河内中学校，以上6校。

高校ほ，お茶の水女子大学附属高等学校，都立広尾高等学校，都立北豊島工業高等学校，都立第四商業高等

学校，私立十文字女子高等学校，栃木県立今市高等学校，長野県立阿知高等学校，以上の7校。

今回の調査でほ，規模を広げ，より詳紳に，より確かに，現状における生徒の社会意識の実態

を把捉する事を目的とした。この調査に協力してくれた多数の学校関係者諸氏に，深く感謝の念

を表するものである。今回の調査でほ，試行調査の性格が強かった前回までと違い，かなり緻密

に傾向と分析を提示できたと思う。関連項目についてはクロス集計がなされており，その面から

も，興味深い事実を見い出すことができる。若干のものを除き，内容的にも生徒の本音を引き出

すように苦心した。また内容が難しいのでほという指摘を受け，中学生向き，高校生向きに，別々

の仕方で設問を作るなど工夫をこらLてみた。

なお調査内容ほ，大きく四つの分野に分かれている。〔1〕～〔16〕までは社会認識の根幹をな
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す面を，〔18〕～〔23〕までは歴史認識の面を，〔24〕～〔31〕までほ地理認識の面を，〔32〕～〔41〕まで

は公民。政経認識の面を，それぞれ尋ねる設定となっている。これらの各分野から得られた資料

を通し，社会科教育における課題を明らかにしていきたいと思う。

3．分析と考察に先立って

社会科教育が社会認識形成の上で何をなしえるのか，困難ではあるが，その間いかけに私達ほ

答えていかなければならない。

生徒の社会認識の形成に，マスコミが大きな影響を与えているのは否めない。情報化社会の中

でその傾向ほ一層強まっている。社会を支えた価値感が少しづつ変質し，かつて虚像であったも

のが，マスメディアを通して増幅され，私達の心の中に入り込み，いつの問にか実像と化してい

る。

この事を裏打ちするかのように，現在，いかなる社会を求め，その社会建設へ各自がいか

に努めていくのかという目的意識が，社会科教育の内側で色礎せてし㌧、る。そして生徒の意識か

ら，理想とすべき社会像が消え，現状を肯定するだけの後退した物の見方だけが伺われる。彼

等にとって，社会科ほ知識の断片を与えてくれるもののようである。彼等の視野ほ個人的生活と

いう枠組以上に拡がろうとしない。このような態度が設問に答えるさいの一般的なべ－スとなっ

ている。彼等の答えに時として分裂傾向が見られるのほそのためである。当然そうであるべき理

念が彼等の心の内に板づいていない。彼等の依って立つ場所が不確定であるた捌こ，一貫して対

象を把握しえない。つまり理論的構成が発達しえザ，未分化のままなのである。

このような情況下で，ほたして社会科教育のほたす役割がありうるのか。奮さにこのような現

状だからこそ，社会科教育の果す役割は大きいと言える。生存という基盤に立って，私達ほ新た

な方向を示していかなければならない。

ここでなされた社会認識調査ほ，言ってしまえば，生徒個々の内側で形成されつつある社会像

あるいは人間像を捉えることによって，彼等の心の内を理解し，教育の場に生かしていく。つま

り，教育目標達成の目安であるばかりか，社会科教育の地平を切り拓いていく上での有効な手段

なのである。

教育の荒廃が叫ばれている現在，幸いにして私達の学校でほ，聞き伝えられるような暴力ほ見

られない0くしかし，生徒の意識の内側を覗いてみれば，錯綜した感情のうねりを認めるのほ容易

である。彼等に一条の光を投げかけるうえからも，この調査で得られた結果を，教育の場につな

げていく。私達に一つの大きな課題が与えられたように思う。

以下，集計結果の一覧及び各設問ごとの分析と考察を行うが，調査結果から見られる中。高校

生の社会認識の総合的分析及び社会科教育の内容の再検討等の問題ほ今後さらに検討を加えてい

く課題としたい。

－
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轟∴∵設問及び回答め集計結果



4．設問及び回答の集計結果

（注 数値は小数点以下四捨五入のため，必ずしも100％とほなっていない。）

〔り あなたにとって社会科を奪習するもっジとも大きな理由は何ですか。あなたの考えにもっと

も近いものをつぎの申から一つ選んで下さい。

1．受験のため。

2．社会科を学ぶことになっているから。

3．興味・関心があるから。

4．教養を身につけるため。

5．社会について深く理解するため。

6． くらしよい社会をつくるため。

7．その他。

8．考えたことがない。

No．1 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

的

中

中1（M120） 2 8 15 14 27 10 22 3

中2（Ml17） 3 5 16 11 29 16 4 15 1

中3（Ml18） 12 10 14 14 26 6 6 13

252
A中（M170F82） 9 17 17 14 23 4 4 11 0

239
B中（M125Fl14） 11 25 8 8 21 8 0 18 3

119
C中（M63F56） 12 21 8 12 17 6 4 20 1

237
D中（M81F156） 2 20 6 16 29 9 3 14 0

E中 …喜冒2。）2 27 8 20 22 3 4 14 1

240
F中（Ml16F124） 9 23 5 10 22 5 4 22

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 2 22 6 13 23 11 3 19 1

400
中2（M186F214） 11 22 9 11 23 3 4 15 2

401
中3（M180F221） 9 21 12 14 22 4 2 15 0

男 （555） 7 18 13 12 21 6 3 18 1

女 （653） 8 24 5 13 24 6 3 15 1

1563

且竺計（M910F653）
7 18 10 13 24 7 3 16 1
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（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

′
B

筑

駒

ドニ：I

r司

高1（M159） 8 16 10 13 23 9 6 1、5

高2（M143） 11 18 17 15 20 2 7 8 1

高3（M149） 19 9 16 9 32 4 7 3 1

G 高 （F130） 8 ユ6 21 16 20 2 1 15 1

263
H高（M128F135） ン

3 21 12 17 21 2 5 19 1

Ⅰ高 （Ml13）
ン
24 1、2 16 18、 5 6 19

J高 （F128） 1 32 5 1…0 27 5 1 20

K 高 （F149） 1 30 9 17 15 1 3 23 1

244
L高（M138FlO6） 14、 26 8 18 11 1 4 19

249
M高（M127F122）

1 33 3 22 20 4 2 15 0

協
力
校r
○

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 4 28 8 15 22 3 3 17 1

418
高2（M163F255） 2 28 0 17 13 3 4 23 1

430
高3（M177F253） 7 23 9 21 20 2 2 14 0

男 （506） 7 24 9 18 17 3 5 17 0

女 （770） 3 28 9 17 19 2 2 19 0

1727
総食計（M957F770） 7 23 11 16 20 3 4 16

l

1
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〔2〕あなたは′ 現在の大人たちが，どのような生き方をしていると思いますか。

つぎの申から一つ選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しんでいる。

2．現状に甘んじ，与えられた範囲で自分の生活を楽しんでいる。
へいおん

3．世の中のことほなりゆきにしたがって，その日を平穏にすごしている0

4．よりよい社会の実現を目ぎして，積極的に努力している。
つと

5．いまの社会を大切にして，それを守ることに努めている。

6．社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげんでいる。

7．その他。 8．考えたことがない。

No．2 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3、 4 5 6
、7

8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 1 21 40 8
′
6 8 14 3、、

中2（Ml17）、 8 21 41 6 6 2 7 9

中3（Ml18） 6 30 42 6 4 2 6 4

252
A中（M170F82） 11 13 30 12 7 4，

、9
13 2

239
B中（M125Fl14） 11 15 29 5 10 1 ：5 2、3 2

119
C中（M63F56） 12 16 27、 6 3 3 13 2■0

237
D中（M81F156） 9 14 30 8 6 1 12 19 0

E中 …姜冒2。）5 16 33 13、 9 8
′
6 1

240
F中（Ml16F124） 4 23 20 10 7 3 11 2、3

′0

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

4d7中1（M189F218） 9 14 24 9 8 3、 10 22 1

400
中2（M186F214） 9 16 25 12 8 1 l 18 1

401
中3（M180F221） 8 19 35 6、、 5 2 8 18

男 （555） 10 18 24 9。 7 3 10 19 1

女 （653） 8 15 31 9 7 1、 9 19 1

1563
総合計（M910F6与3） 8 18 31 8 7 2 9 17 1

－
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〔2〕あなたは現在どのような生き方をしていますか。つぎの申から一つ選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しむ。

2．現状に甘んじ 与えられた範囲で∴自分の生活を楽しむ。

3．世の中のことほなりゆきに従って，その日を平穏にすごす。

4．よりよい社会の実現を目ぎして，積極的に努力する。

5．いまの社会を大切にし，それを守ることに努める。

6．社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげむ。

7．考えたことがない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

口

「司

高1（M159） 19 39 11 4 3 10 13 1

高2（M143）、 24 32 18 6 10 8 1

高3（M0149） 1、6 42 11 13 1 12 5

G 高 （F130） 13 35 27 7、 1 2 10 5

263
日高（、M128F135） 13 38 22■ 4 2 3 16、 3

Ⅰ高 （Ml13） 22 26 17 く 6 3 2 24 1

J高 （F128） 15 35 23 5・ 2 人 2 19

K 高 （F149） 9 48 26
ノ
3 、3 1 11

244
L高（M138FlO6） 13 37 27 2 4 1、8

249
M高（M127F122） 12 29 35 3 2

ン
2 16 0

協
力
校
●

学
年

別
●l

男
女
別

428
高1（M166F262） 12 34 24 、4 2 2 22 1

418
高2（M163F255） 1′3 37 28 4 2 V O 1ウ 1

430
高3（M177F253） 14 37 26 4 3 3 11 1

男 （506） 】＿8 29 22 ン
5 3 2 20 1

女 （770） く10 40 28 3 2 1 ＼14 1

1727
総冶計（M957F770） 15 36 23 5

′
2 4 14 1

ー 29
－



〔3〕あなたは将来どのような生き方をしようと思いますか。前間の1から8までの申から一つ

選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しんでいる。

2．現状に甘んじ，与えられた範囲で自分の生活を楽しんでいる。
へいおん

3．世の中のことほなりゆきにしたがって，その日を平穏にすごしている。

4．よりよい社会の実現を目ざして，積極的に努力している。
つと

5．いまの社会を大切にして，それを守ることに努めている。

6．社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげんでいる。

7．その他。 8．考えたことがない。

No・3
（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 5 8 10 38 11v 3 8 15 3

中2（Ml17） 8 9 3 36 7 4
、10、

23

中3（M‖8） 21 4 11 23 13 7 11 9 1

252
A′中（M170F82） 10 11 13 29

、15
2 8 9 2

239
B中（M125Fl14） 13 9 16 21 16 1 7 15 3

1i9
C中（M63F56） 17～ 11 19 18 9 2

、9 13 1

237
D中（M81F156） 7 16 16 17 14 3

、12
14 0、

E中 …喜冒2。）16 10 18 19 17 3 5 12 2

240
F中（Ml16F124） 6 20 26 19 13 6 8 1

協
カ
校
●

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 7 12 20 27 16 1 5 10 1

400
中2（M186F214） 12 13 18 18 12 2 8 15 3

401
中3（M180F221） 13 14 16 18 14 2 10

11l
1

男 （555） 11 12 17 25 14 2 7 11 1

女 （653） 10 14 19 18 14 1 9 1台 2

1563
総合計（M910F653） 11 ′12 16 24 13 2 8 13 2

－

30
－・



〔3〕あなたは将来どのような生き方をしようと思いますか0前間の1から7までの申から一つ

選んで下さい。

1・世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しむ。

2・現状に甘んじ，与えられた範緒で，自分の生活を楽しむ。

3・世の中のことはなりゆきに従って，その日を平穏にすごす。

4・よりよい社会の実現を目ざして，積極的に努力する。

5・いまの社会を大切にし，それを守ることに努める。

6・社会とのかかわりをなるべく避け，ひたすら修業にほげむ。

7．考えたことがない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

亡コ

「珂

高1（M159） 18 14 5 35 8 8 13 1

高2（M143） 30 6 5 34 4 9 11 1

高3（M149） 24 11 4 49 4 4 3 1

G 高 （F130） 22 12 12 32 5， 3 8 6

263
日高（M128F135） 21 6 12 312 7 3 17 2

Ⅰ高 （Ml13） 21 12 11 25 11 1 19 2

J高 （F128） 20 21 14 20 13 1 11

K 高 （F149） 22 19 15 28 8 1 6 1

244
L高（M138FlO6） 26 12 13 24 15 2 9

249
M高（Mi27Fユ22） 25 12 12 20 18 l 12

協
力
校
●

学

年
別
○

男

女
別

428
高1（M166F262） 18 12 16 23 13 2 15 1

4i8
高2（M163F255）

23 4 10 28 10 1 13 1

430
高3（Mi77F253） 28 11 11 26 11 2 7 2

男 （506） 「6
9 0 27 12 2 14 1

女 （770） 21 15 14 25 12 2 l、0 2

1727
総合計（M957F770） 23 12 11 29 10 3 11 1

叩 31－



クロス集計 No．2－No．3

〔2〕あなたは，現在の大人たちが，どのような生き方をしていると思いますか。

つぎの申から一つ選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しんでいる。

2．現状に甘んじ，与えられた範囲七自分の生活を楽しんでいる。
′、ヰヽおん

3．世の中のことほなりゆきにしたがって，その日を平穏にすごしている。

4．よりよい社会の実現を目ざして，積極的に努力している。
つと

5．いまの社会を大切にして，それを守ることに努めている。

6．社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげんでいる。

7．その他。 8．考えたことがない。

〔3〕あなたは将来どのような生き方をしようと思いますか。前間の1から8までの申から一つ

選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しんでいる。

2．現状に甘んじ，与えられた範囲で自分の生活を楽しんでいる。

3．

4．

5．

6．

7．

N〔〕

へいおん

世の中のことはなりゆきにしたがって，その日を平穏にすごしている。

よりよい社会の実現を目ぎして，積極的に努力している。
つと

いまの社会を大切にして，それを守ることに努めている。

社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげんでいる。

その他。 8．考えたことがない。
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〔2〕あなたは現在どのような生き方をJしていますか。つぎの申から一つ選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しむ。

2．現状に甘んじ，与えられた範囲で，自分の生活を楽しむ。

3．世の中のことほなりゆきに従って，その日を平穏にすごす。

4．よりよい社会の実現を目ざして，積極的に努力する。

5．いまの社会を大切にし，それを守ることに努める。

6．社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげむ。

7．考えたことがない。

〔3〕あなたは将来どのような生き方をしようと思いますか。前間の1から7までの申から一つ

選んで下さい。

1．世間の目を気にせず，自分のやりたいことを楽しむ。

2．現状に甘んじ，与えられた範郎で，自分の生活を楽しむ。

3．世の中のことほなりゆきに従って，その日を平穏にすごす。

4．

5．

6．

7．

よりよい社会の実現を目ざして，積極的に努力する。

いまの社会を大切にし，それを守ることに努める。

社会とのかかわりをなるべくさけ，ひたすら修業にほげむ。

考えたことがない。

校高

∩）N

NO、 3

つ乙
l 3 0？（づ【′′

人
）

SA． g T（〕TAL

ーJ

′
わ
ー
と

1

0

1
爪
じ

爪じ

爪U

l′ノ0

0

爪U

（U

伯U

O

爪U

（り

8

8

爪U

8

伯り

▲り

8
凸U

（り

（り

（也

（U

8

0

8

（U

の－（U

爪U

O

伯U

O

八り

ー
・
8
一
り

4
・
2

S

8

爪U

4．叩′

nU

爪U

（り

爪じ

つJ

r⊃

A．

′む

3
0U

′ウ

てJ

▲り一じ

てJ

（り

（U

nU

（り

・Ⅰ－

N

（
乙
・
1

1

S

S

▲り

ノ凸

9

伯U

（U

1

1
′
O

S

・i

2

一エロつ・S

7

′
0
⊂
〕

4

乃U

（U一り

′台

r⊃

9

07．八一ー

ク
ー
4

i

2
S
「
′

2

－
▲
5
0
7

のり

（り

爪U

（り

1
r
〇

7

2

ユ
「′

「J

2
・
1

4

7

8

（り

▲U

▲り

i
はU

S

2

S

8

″り

つJ

4
．
－
1

9

－▲（り

（り

2

2

4

′O

1

4

1
L
●
l
l
▲

1
（
∠

てリ

ヰ
S
′
0

7

（り

9

8

〔b

TOTAL：3？9 2〔）S181SO占171 S3192

－
33 －

S

2

（ァ

ユリ

てJ

7

4

つ」

′わ

叫J

2

．ウ

′0

ク
ー
3

7

mU

⊂〕

l
一
1
－
†
l
⊂
〕

8 0 ま？：172て



〔4～5〕今日の日本が解決をせまられている問題はなんでしょうか0あなたの考えにもっとも

近いものを′つぎの4群から一つ．5群から一つ選んで下さい0

4群1．貧富の差が大きいこと。

2．受験競争がほげしく，教育がゆがめられていること0

3．人口が多く，資源・エネルギーが乏しいこと。

4．軍備・防衛力が増強されていること。

5．人権が守られていないこと。

6．政治が乱れていること。

7．生活しにくいこと。

8．その他。 9．わからない。

No．4 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6
…7 、8

9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 1 7 33 40 1 12 2 2 1 3

中2（Ml17） 9 28 30 1、 21 4 4 2 1

中3（Ml18） 4 23 30 17 1 16 2 6 2

252
A中（M170F82） 1 17 38 17 3 14 2 7 1

239
B中（M125Fl14） 3 13 23 26 4 11 1 3 15 2

119
C中（M63F56） 18 24 18 3 21 5 3 7

237
D中（M81F156） ・1・

13 38 18 2 14、 1 1 10 0

E中 き書冒2。）23 24 20 2 ′12 4 2′ 13

240
F中（Ml16F124） 2 14 44 9 4 5 3 5 15

協
カ
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 2 11 32 21 4 12 2 3 13 1

400
中2（M186F214） JO

18 40 12 2 13 3 2 11 1

401
ヰ3（M180F221） 1 18 28

、21
3 13 1 3 11 0

男 （555） 1 13 34 18 4 14 2 4 10 1

女 （653） 1 17 33 18 2 11 2 2 13 1

1563
総合計（M910F653） 1 15 33 20 3 13 2 3 9 1

ー

34－



〔4～5〕今日の日本が解決を迫られている重要な課題は何でしょうか。つぎの4群から一つ′

5群から一つ選んで下さい。

4群1．貧富の差 2．老人問題

6．エネルギー・資源問題

9．汚職・政治腐敗 0．

3．巨大企業 4．受験戦争

7．安保。軍備・防衛問題 8．

その他・わからない

5．人口問題

人権侵害

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

口

同

高1（M159） 1 11 3 6 3 23 36 3 10 4 1

高2（M143） 1 8 6 6 17 41 2 10 8

高3（M149） 1 9 1 5
l5

19 40 3 11 5

G 高 （F130） 2 15 1 9 2 28 30 1 9 2 1

263
H高（M128F135） 2 12 1 6 2 31 29 3 10 3 1

Ⅰ高 （Ml13） 4 9 3 5 5 44 20 1 8 1

J高 （F128） 1 19 1 2 5 23 27 18 5

K 高 （F149） 1 18 1 10 4 39 15 2 9 1

244
L高（M138FlO6） 1 14 6 4 35 26 2 8 4 1

249
M高（M127F122） 2 8 1 2 2 43 33 1 7 1

協
力
校
●

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 2 15 1 5 5 41 20 1 6 3 1

418
高2（M163F255） 1 14 1 6 2 34 28 2 8 3 1

430
高3（M177F253） 1 10 1 6 2 30 33 2 14 2

男 （506） 2 11 1 7 4 36 25 2 9 3 1

女 （770） 1 15 1 5 3 34 28 14 9 2 0

1727
総冶計（M957F770） 1 12 1 6 4 31 30 2 1、0 3 0

ー
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〔4～5〕 今日の日本が解決をせまられている開港はなんでしょうか。あなたの考えにもっとも

近いものを′ つぎの4群から一つ′ 5群から一つ選んで下さい。

5群1．インフレや不況などで，経済が不安定なこと。

2．青少年の非行が増加していること。

3．公害・環境破壊が進んでいること。

4．他国・他国民を理解し，協力することが十分でないこと。

5．社会福祉が立ちおくれていること。

6．選挙のしくみが国民の意志を正しく反映させにくいこと。

7．土地や住宅が手に入りにくいこと。

8．その他。 9．わからない。

No．5 （％）

〈中 学 校〉 1
・2

3 4 5 6 7 8 9 0 、B

筑

駒

中

中1（M120） 5 10 45 13 7 12 7 1 1、

中2（Ml17） 11 11■ 32、 10 12 8 9 3 5

中3（Ml18） 5 10 26 20 6 12 8 8 3 1

2′52
A中（M170F82） 6 26 34 12 5 5 4 1 5 0

239
B中（M125Fl14） 5 26 36 9 5 1 3 14 1

1ユ9
C中（M63F56） 4 21、 29 8 7 8 6 5 12 1

237
D中（M81F156） 6 28 32 8 3 3 9 3 9 ナ 0

E中 …喜冒2。）3 23 28 16 7 2 6 1 5

240
F中（M‖6F124） 4

′
30 38 7 5 1 5 1 11

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 4 32 35 9 3 4 3 1 9 1

400
中2（M186F214） 5

、26
34 10 4 1、 6 3 11 1

401
中3（M180F221） 7 21 32 10 7 4 7 1 11

男 （555） 5 23 38 9 4 3 6 2 11 0

女 （653） 5 29 30 10 6 3 5 1 10 1

1563
絵合計（M910F653） 5 23 34 11 6 5 6 2 9 0

〟 36
州



〔4～5〕 今日の日本が解決を迫られている重要な課題は何でしょうか。つぎの4群から一つ，

5群から一つ選んで下さい。

5群1．労資の対立 2．社会福祉問題 3．経済不況 4．青少年の非行

5．土地。住宅問題 6．公害。環境破壊 7．他国との協調 8．物価の上昇

9．選挙制度 0．その他・わからない

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約
E：コ

r司

高1（M159） 2 9 6 7 11 28 171 4 9 6 1

高2（M143） 1 5 7 8 12 22 32 1 3 9

高3（M149） 1 11 8 11 9 32 17 4 4 3

G 高 （F130） 1 15 8 10 5 25 29 2 1 2 1

263
日高（M128F135） 16 4 110 6 30 20 6 3 4 1

Ⅰ高 （Ml13） 1 5 9 21 5 19 19 16 4

J高 （F128） 1 15 16 10 5 14 20 10 2 7・

K 高 （F149） 14 11 15
ン 7 21 17 11 1 1 1

244
L高（M138FlO6）

17 11 15 3 21 21 8 1 2

249
M高（M127F122） 9 14 9 1 33 17

10
4 4

協
力

校
●

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 13 8’ 13 5 29 18 8 2 4 1

418
高2（Mユ63F255） 15 11 11 5 25 18 11 1 3

430
高3（M177F253） 13 12 12 3 21 25 8 3 3

男 （506） 12 10 14 4 25 19 9 3 5

女 （770）
14 10 11 5 25 21 9 2 3

1727
総合計（M957F770） 1 12 9 11 6 25 21 7 3 4 0

－

37
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〔6～7〕 今日の世界が′ 解決をせまられている問題はなんでしょうか。あなたの考えにもっと

も近いものを′ つぎの6群から一つ′ 7群から一つ選んで下さい。

6群1．世界各地に人種。民族による差別が存在すること。
う

2．飢えに苦しむ人々が多数いること。

3．先進国と発展途上国との問に大きな格差があること。

4．巨大な企業が，多数の国の物の生産や値だんを支配していること。

5．エネルギーや資源が不足しつつあること。

6．核兵器の開発が進み，軍備縮小の動きがみられないこと。

7．民族の自立や利益を守る動きが，国際的な協調や協力をほぼんでいること。

8．その他。 9．わからない。

No・6 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 6 24 7 18 41 3 1

中2（Ml17） 9 18 11 2 15 37 3 3 1

中3（Ml18） 7 19 7 3 17 36 5 5 1

252
A中（M170F82） 6 21 7 2 21 37 4 3 0

239
B中（M125Fl14） 5 21 5 2 15 33 3 0 14 0

119
C中（M63F56） 8 29 3 1 18 33 1 3 7

237
D中（M81F156） 10 21 5 3 14 36 1 2 8 0

E中 …姜冒2。）12 26 8 1 13 26 1 1 14

240
F中（Ml16F124） 12 23 2 2 30 21 2 1 7

協
力
校

学
年

別

男
女
別

407
中1（M189F218） 9 26 5 2 20 29 1 1 8 0

400
中2（M186F214） 9 22 5 2 4 29 3 1 ま0 1

401
中3（M180F221） 8 20 5 2 18 37 2 1 7

男 （555） 6 18 4 2 23 36 3 1 6 0

女 （653） 11 26 6 2 15 28 1 1 10 0

1563
総合計（M910F653） 8 22 6 2 19 33 2 2 7 0

仙
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〔6～7〕今日の世界が解決を迫られている重要な課題は何でしょうか。つぎの6群から一つ′

7群から一つ選んで下さい。

6群1．人種差別 2．食橙問題 3．南北問題

5．エネルギー。資源問題 6．核・軍縮問題

9．その他 0．わからない

4．多国籍企業

7．民族の対立 8．経済的格差

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑二

駒
ロ

r司

高1（M159） 3 9 6 2 19 48 5 4 1 2 1

高2（M143） 3 12 3 14 50 7 3

】
5 3

高3（M149） 1 9 7 1 10 56 8 4 1 1

G 高 （F130） 1 9 4 19 56 2 5 2 1

263
H高（M128F135） 3 9 2 0 16 60 3 4 0 3 0

Ⅰ高 （Ml13） 5 6 28 49 7 2 1 2

J高 （F128） 5 3 2 10 63 2 6 8

K 高 （F149） 5 7 1 1 18 60 4 3 1 1

244
L高（M138FlO6）

3 7 4 18 55 5 4 2 1

249
M高（M127F122） 2 4 2 1 16 69 2 3 1 2

協
カ
校
○

学
年
別

男
女
別

428
高1（M166F262） 4 7 4 18 58 2 4 1 2 1

418
高2（M163F255） 4 8 1 17 58 5 4 4

430
高3（M177F253） 2 5 2 1 18 64 3 4 2 2

男 （506） 3 8 2 22 54 4 3 2 2

女‾ （770） 3 6 2 15 64 3 4 3

1727
総一合計（M957F770） 3 8 3 1 17 57 4 4 1 2 0

ー

39 －



〔6〈ノ7〕今日の世界が′ 解決をせまられている問題はなんでしょうか。あなたの考えにもっと

も近いものを，つぎの6群から一つ，7群から一つ選んで下さい。

7群1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

No．7

世界各地の民族や国民，個人の自由がおさえられていること。

人口が急増し，そのため多くの問題がひきおこされていること。

アメリカとソ連の二大国のきびしい対立があること。

輸出や輸入の流れ，しくみが国と国との問で平等でないこと。

公害や環境破壊が世界各地に進行していること。

大国が政治や経済などの面で小国を支配する懐向にあること。

宗教の対立が，国際的な協調や協力をはばんでいること。

その他。 9．わからない。

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

的

中

中1（M120） 4 21 30 2 31 7 3 2 2

中2（Ml17） 3 16 38 3 19 8 6 3 3

中3（Ml18） 4 17 36 5 14 13 3 5 2

252
A中（M170F82） 6 11 25 5 27 7 4 も 9 1

239
B申（M125Fl・14） 8 9 16 6 22 8 2 3 25 2

119
C中（M63f▼56） 2 18 28 3 20 8 3 4 15

237
D中（M81F156） 6 14 22 10 14 5 1 4 2 1

E中 …姜冒2。）8 12 26′ 8 16 4、 2 5 19 1

240
F中（Ml16F124） 7 14 15 9 22 10 2 3 18 1

協
力
校

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 7 12 22 9 21 7 2 3 19 1

400
中2（M186F214） 7 13 18 8 22 6 3 5 19 2

401
中3（M180F221） 5 14 24 5 19 8 2 4 17 1

男 （555）
6 11 23 6 25 8 2 3 14 1

女 （653） 6 14 19 8 17 6 2 5 22 l

1563
総合計（M910F653） 6 14 24 6 21 8 3 4 14 1

ー 40－



〔6～7〕今日の世界が解決を迫られている重要な課題は何でしょうか0つぎの6群から～一つ′

7群から一つ選んで下さい。

7群1・自由の抑圧 2・人口問題 3・米ソ対立 4．貿易問題

5・公害・環境破壊問題 6・大国の小国支配 7・宗教の対立 8．新穂民地主義

9．その他 0．わからない

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
JB

筑

駒

ロ

r司

高1ト（M159） 4 30 19 6 19 8 4 3 3′ 3 1

高2（M143） 6 22 24 6 19 6 4 4 6 3

高3（M149） 7 21 30 3 19 4 2、 11 1 1

G 高 （F130） 3 24 27 10 19 3 4 1′ 3 5 2

263
H高（M128F135） 5 18 26 7 18′ 7 3 3 4 8 1

Ⅰ 高 （Ml13） 5 17 19 11 31 2 3 3 2 9

J高 （F128） 4 8 26 20 16 4 1 1 5 16 1

K 高 （F149） 5 20 34′ 13 14 5 1 1 3
，3

1

244
L高（M138FlO6） 6 13 22 17 23 3 4 1 5 6

249
M高（M127F122） 5 13 24′ 11 20 4 2 1 4 16

協
力
校
●

学
年

別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 3 21 24 11 19 5 2 1 4 10 1

418
高2（M163F255） 6 12 26 13 22 5 2 1 3 10 1

430
高3（M177F253） 6 15 25 14 19 3 3 2 5 8

男 （506） 6 15 24 8 25 4 3 2 4 7

女 （770） 4 16 26 15 17 4 2 1 4 10 1

総＿一合計（M9去7ぎ去。）i！5
18 25 10 18 5 3 3 4 7 1

ー

41－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人は2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No，8

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人は6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 21 45 15 13 5 1

中2（Ml．17） 27 39 14 8 9 3

中3（Ml18） 16 53 11 8 8 4

252
A中（M170F82） 23 46 17 8 4 2 0

239
B中（M125Fl14） 10 32 29 16 5 7 1

119
C中（M63F56） 9 35 30 16 7 3

237
D中（M81F156） 14 34 34 12 4 3

E中 …喜冒2。）13 47 25 10 4 1 1

240
F中（Ml16F124） 13 40 30 9 5 4

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

407
中1（M189F218） 12 39 29 12 4 4

400
中2（M186F214） 18 34 29 11 6 2 1

401
中3（M180F22り 13 43 24 12 3 4

男 （555） 20 34 25 10 6 5 0

女■ （653） 10 43 29 13 3 2 0

1563
総合計（M910F653） 16 40 24 11 5 3 0

ー

42
－



〔8〕甥在の日本は平和である。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0、 B

筑

約
口

同

高1（M159） 28、 48 9 7 8 1

高2（M143） 21 52 15 2 8 1 1

高3（M149） 21 52 13 8 4 1

G 高 （F130） 15

62い5
5 2 2

263
H高（M128F135） 15 52 20 6 6 1 1

王 高 （Ml13） 20 38、 28 4 5 4

J高 （F128） 11 55 24 5 3 2

K 高 （F149） 15 58 17 7 1 1

244
L高（M138FlO6） 19 46 25 7 3 1

249
M高（M127F122）

5 35 34 18 5 3

協
力
校
●

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 16 46 23 8 5 1

418
高2（M163F255） 12 50 25 7 3 3

430
高3（M177F253） 14 19 25 9 4 1

男 （506） 18 41 26 7 3 2

女 （770） 11 53 23 9 2 1

1727
総合計（M957F770） 16 49 21 8 5 2 0

ー 43 －



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．9

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4、、 5 6、 7、
J8

9 0
・、B ■

筑

駒

中

中1（M120） 1 6 23、・ 畠1 38 2

中2（M＝7） 3 8 26 37′ 26、 1

中3（Ml18） 3 14 20、 29 31 3、 1、

252
A中（M170F82） 3 4 32 30 28 2

2、39
B中（M125Fl14） 6 26く、

！31、÷
29、 5 2、

119
C中（M63F56） 1 2 21 31、 42、 3

237
D中（M81F156） 2 4 26 36 28 3 1

E中 …孟冒2。）7 32 20 33 8、

240
F中（Ml16F124） 2 8 Z5 37

∧
25 4

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 2 5 28、 33、 28 4 0

400
中2（M186F214） 2 6 27 28 33 4 1

401
中3（M180F221） 1 5 27 云4 27 4

男 （555）
3 5 25、 29 34 3

女 （653）
1 5 29′ 34 26く二 4 1

1563
総合計（M910F653） 2 6 26 32 30 3、 1

ー 44
－



〔9〕現在の世界は平和である。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
，B

筑

駒
口

r司

高1（■M159） 3 16 26 30、 23 1

高2（M143） 3 14 29 26 25 1 1

高3（M149） 2 10 23 35 28 2

G 高 （F130） 9 40 35 13、 3

263
H高（M128F135）

′0
7、 32 314・ 25 2

Ⅰ高 （Ml13） 4 4、 32 31 27 3

J高 （F128） 1 5 39 34 20 2

K 高 （F149） 1 5 44 35 14 1

244
L高（M138FlO6） 1 6 36 41 14 2

249
M高（M127F122） 3 26 41 24 6 0

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 1 6 36 36 19 2

418
高2（M163F255） 1 4 36 35 20 4

430
高3（M177F253） l 6 32 39 21 2

男 （506）
2 6 22 32 25、 3

女 （770） 5、 36 40 17 2

1727
総・合計（M957F770） 2 8 29 35 22 2 0

ー

45
－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人は2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人は5．

して下さい。

No．10

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5
、6

7 8 9 0 B

′tナr一

．汎

駒

中

中1（M120） 58 26 7 5 2 3

中2（M＝7） 46 28 14 5 5 2

中3（Mユ18） 47 23 16 3 5 6

252
A中（M170F82） 56 23 10 6 2 3 0

239
B中（M125Fl14） 50 22 7 3 3 13 2

119
C中（M63F56） 57 29 5 1 2 6

237
D中（M81F156） 57 20 8 7 1 6

E中 三姜冒2。）54 26 10 3 2 6

240
F中（Ml16F124） 53 25 9 3 3 7

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

407
中1（M189F218） 52 26 9 4 3 6 0

400
中2（M186F214） 58 19 8 4 2 9 1

401
中3（M180F221） 53 26 8 5 2 6

男 （555） 54 21′ 10 6 3 6 1

女 （653） 55 26 7 3 2 8 0

1563
総合計（M910F653） 53 24 9 4 2 6 1

ー 46 －



〔10〕戦争が行なわれていなくても′ 社会にさまざまの不平等や不正が存在する限り′ 真の平和

とはいえない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約
Eコ

r珂

高1（M159） 45 28 11 6 6 3

高2（M143） 47 24
。16

3く 7 3

高3（M149） 50 28 9 5 5 2

G 高 （F130） 51 30 8 5 1 5

263
H高（M128F135） 55 27 1．2 2 2 2 0

Ⅰ高 （Ml13） 55 26 13 1 4 1

J高 （F128） 63 23 9 1 2 1

K 高 （F149） 44 38 11 3 1 2

244
L高（M138FlO6） 56 26 10 3 2 2

249
M高（M127F122） 65 24 7 0 0 3

協
力
校
○

学
年

別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 56 29 10 2 2 2

418
高2（M163F255） 57 27 9 2 1 4 1

430
高3（M177F253） 56 27 11 2 2 2

男 （506） 58 24 11 2 3 2

女 （770） 55 30 9 2 1 2

1727
総食計（M957F770） 54 27 11 3 3 2 0

ー

47
－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人は4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．11

「どちらともいえない」の人は3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3
ミ4

5、 6 7 8 9、 0
∧
B

筑

的

中

中1（M120） 1 4 3 11 80 1

中2（Ml17） 3 2 8 12 73 3・

中3（Ml18） 3 7 12 11 64 3

252
A中（M170F82） 4 7 15 12 53、 8 0

239
B中（M125Fl14） 3 7 13、 15 48 且5 ？ 0

119
C中（M63F56） 4 7 10 15 58、 6

237
D中（M81F156） 5 5 14 18 37 20 0

E中 三吉冒2。）3 11 18 22 35 13

240
F中（Ml16F124） 3 2 16、 19 51 8 1

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 4 6 15 14 48 14

400
中2（M186F214） 6 7 13 16 45 14

、1

401
中3（M180F221） 1 5 15 20 50 S

男 （555） 6 6 11 14 53 9 1

二女 （653）
2 6 17 18 42 14 0

1563
総合計（M910F653） 3 6 13 15 53 10 0

ー

48叫



ちようへい

〔11〕国を守るためなら徴兵制も必要である。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

高

高1（M159） 3 5
r
6 10 74 2

高2（M143） 6 8 13 10 畠9 4、

高3（M149） 5 1 7， 9 74 2

G 高 （F130） 1 7

′
15 19、 52 5

′

263
H高（M128F135） 3 5 11 1，11 65 6 0

Ⅰ高 （Ml13） 7 1 12 12 61 7

J高 （F128） 5 23 16， 45 9 1

K 高 （F149） 2 6 25 24 38 5

244
L高（M138FlO6） 4 4 17、 19 51 6

249
M高（M，127F122） 4 10 16 16 43、 12

協
力
校
○

学
年
別

男
女
別

428
高1（M166F262） 3 4 18 17

，48
10 0

418
高2（M163F255） 4

8い5
16 53 5 ′ 0

430
高3（M177F253） 2 5 16 17 53 7

男 （506） 6 5 12 12 57 8

女 （770） 1
・6

19 19 48 8 0－．

1727
総食計（M957F770） 4 5 14 15、 56 6 0、、

ー

49
－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人は1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人は4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．12

「どちらともいえない」の人は3．

「わからない」の人ほ6，と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

、中

中1（M120） 8 8 13 69 1 1

中2（M‖7） 4 2 6 15 71 2 1

中3（Ml18） 3 5 11、 8 69 3

252
A中（M170F82） 5 8 16 17 49′ 4 0

239
B中（M125Fl14） 5 ノ 3 13 21 38 19 0

1ヱ9
C中（M63F56） 3 5 8 14 60 11

237
D中（M81F156） 3 6 17 19 38 16

E中 …喜冒2。）2 4 13 28 38 16

240
F中（Ml16F124） 6 11 15 22 35 11

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

407
中1（M189F218） 4 7 16 2（） 40 13

400
中2（M186F214） 5 8 14 21 38 14 0

401
中3（M180F221） 3 5 13 19 48 11 0

男 （555） 6 7 13 16 48 10 1

女 （653） 3 6 16 23 37 15

1563
総合計（M910F653） 4 6 13 18 48 10 0

ー

50仰



〔12〕防衛のために税金の亀担が大きくなるとれ 福祉関係や文教関係の予算がへるのはやむを

えなも鳥。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7
＿
8 9 0 B

筑

駒

高

高1（M159） 4 6 6 16 65 2 1

高2（M143） 4 且0 15 23 45 且
毒

且

高3（M149） 4 5 5

19皇
66 2

G 高 （F130） 2 及 ま3 22 56 5

263
詫高（M128F135） 3 3 12 212 57 2 0

三 高 （Ml13） 4 4 12 19 55 5

首 高 （F128） 4 旦3 24 53 5 且

K 高 （F149） 8 20 3i 3B 3 1

244
L高（M138FlO6） 2 6 ま6 24 47 3

漫

249
M高（M127F122） ユ 2 且5 26 壊9 6

協
カ
校

学
年
別
¢

男

‘女
別

428
高1（M166F262） 2 5 且4 27 46 5 呈

418
高2（M163F255）

2 3 及6 2且 52 6 息

430
高3（M177F253） 旦 4 旦4 25 55 2 0

男 （506）
′3 5 且5 20 55 3 0

女 （7、70） 1 4 凰6 27 48 5 0

1727
給食計（M957F770） 2 5 及3 23 53 3 且

ー 5エ
ー



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人は5．

して下さい。

No．13

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 2 3 6 16 71 2 2

中2（Ml17） 4 8 4 14 64 6

中3（Ml18） 3 8 15 8 64 3

252
A中（M170F82） 5 6 11 10 64 5

239
B中（M125Fl14） 1 1 7 6 73 11 1

i19
C中（M63F56） 3 3 6 10 70 8

237
D中（M81F156） 5 4

－14
11 57 8

E中 三孟冒2。）4 2 9 8 59 18

240
F中（Ml16F124） 5 8 12 14 55 8

協
力
校
○

学
年
別
○

男

女
別

407
中1（M189F218） 5 5 11 9 60 10

400
中2（M186F214） 6 4 9 9 62 10

401
中3（M180F221） 2 4 10 12 65 7

男 （555） 5 5 11 9 61 9

i女（653）
3 4 10 10 64 9 0

1563
総合計（M910F653） 4 5 10、 10 63 8 0

ー

52
－



〔13〕核兵器（原水爆など）を使わなければ，戦争することもやむをえない場合がある。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
P

同

高1（M159） 3 8 11 13 64 2

高2（M143） 6 6 11 17 54 6

高3（M149） 5 6 7 13 66 3

G 高 （F130） 2 4 10 13 67 3 1

263
H高（M128F135） 2 5 6 112 72 4

三 高 （Ml13） 4 2 7 11 67 5

J高 （F128）． 1 2 15 9 71 2 1

K 高 （F149） 3 17 11 65 3 1

244
L高（M138FlO6）

′3 4 10 14 64 4

249
M高（M127F122） 2 7 8 16 59 8

協
カ
校
●

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 2

6い0
14 63 5 0

418
高2（M163F255） 2

3盲9
11 68 6

430
高3（M177F253） 2

4皇11
13 67 3 0

男 （506） 4

7蔓9
12 63 6

女 （770） 1

3い1
13 69 4 0

1727
総冶計（M957F770） 3

5い0
13 65 4

‡

0

－

53
－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「‾どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．14

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人は6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1
，2
3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 42 32 14 6 5 2

中2（Ml17） 50 26 9 3 10 3

中3（Ml18） 48 32 9 4 1 3 3

252
A中（M170F82） 27 36 20 4 6 6 1

239
B中（M125Fl14） 17 19 25 10 且1 且8 1

1i9
C中（M63F56） 20 28 24 10 9 9

237
D中（M81F156） 17 30 24 7 8 且4 且

E中 粘き且且26 18 8 且4 22 1

240
F中（Ml16F124） 21 26 25 7 7 且5

協
力
校
ゆ

学
年
別
◎

男

嘉芳

407
中ユ（M189F218） 19 30 22 8 8 且2 0

400
中2（Mユ86F2ま4） 2ユ 24 2逢 8 8 且5 1

401
中3（Mま80F22ま） 且8 28 23 6 且ユ 且4 ぎ 0

男 （555） 29 30 2且 5 7

8妻
1

女 （653） 且ま 26 25 9 10 且8 ぎ 1

1563
臆合計（M910F653）

26…28ぎ207蔓8
且3．

！

∋ 且

ー

5趨
－



〔巧4〕エ泰プ♭孝一不足のため′ 核の平和利用（原子力発電など）は′ 認められるべきである。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

高

高1（M159） 51 31 9 1 6 2

高2（M143） 49 28 10 3 5 4 1

高3（M149） 45′ 28 ま1

7菅
6 3

G 高 （F130） 28・ 4d 19 4 5 3 1

263
日高（M128F135） 27 38 且9 6 4 5 0

Ⅰ高 （Mlま3） 35 34 19 3 7 3

J高 （F128） 19

壬

29 27 7 9 9 1

K 高 （F149） 14 38 27 9 4 7

244
L高（M138Fユ06） 31 32

20毒7…
5 5

249
M高（Mユ27F122）

27i39
16 6 4 8

協
力
校
◎

だ夕
】…∫■■－

年
別
◎

男

女
別

428
削（M166F262） 22 39 2且 5 6 7 0

418
高2（Mi63F255） 30

34盲20
6 4 7 1

430
高3（M177F253） 27

35妄“】三且
8 5 逢

男 （506）

l

39 37 且4 4 4 3

女 （770） 且8・

35妻■言8
5 8 0

ユ727
総食計（粥957F7？0） 32 3後 盈8 6 5 5 皇0

仰 55
－



〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．15

「どちらともいえない」の人は3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 42 22 23 5 4 3． 3

中2（Ml17） 48 19 17 6 5 5

中3（Ml18） 46 15 21 8 7 3 1

252
A中（M170F82） 43 18 17 5 10 6 1

239
B中（M125Fl14） 31 16 21 7 6 19 1

119
C中（M63F56） 41 18 18 6 8 8

237
D中（M81F156） 28 20 22 7 6 16 1

E中 三吉冒2。）38 20 17 3 10 12 1

240
F中（Ml16F124） 33 20 23 7 4 14

協
カ
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 36 19 21 7 6 ユ0 0

400
中2（M186F214） 31 17 21 6 8 且7 1

401
中3（M180F221） 39 20 17 5 7 且1 0

男 （555） 34 17 22 7 9 10 1

女 （653） 36 20 18 5 5 15 1

1563
縫合計（M910F653） 37 19 20 6 7 11 1

－ 56－



〔15〕日本国憲法の平和条項（前文。第9姦）では，戦争をしないこと′ そのために戦力をもた

ないことを規定しているが′ これは日本の誇りである。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

馬句
口

r司

高1（M159） 45 23 15 ま 13 3

高2（M143） 43 22 17 3 11 3

高3（M149） 54 17 17 3 5 2 1

G 高 （F130） 32 32 20 5 5 5 1

263
日高（M128F135） 35 20 26 6 6 6 1

Ⅰ高 （Ml13） 23 18 31 7 13 8

J高 （F128） 30 27 23 7 3 9 2

K 高 （F149） 28 26 32 7 4 3

244
L高（M138FlO6） 34 18 29 5 7 7

249
M高（M127F122） 33 20 20 8 7 10

協
力
校
○

学
年
別

男
女
別

428
高1（M166F262） 33 22 25 6 7 7

！

1

418
高2（M163F255） 29 21 27 8 7 9

430
高3（M177F253） 34 24 26 6 5 5

男 （506） 31 16 27 9 11 8 0

女 （770） 35 29 27 6 4 7 0

1727
総合計（M957F770） 36 22 23 6 7 6 0

州 57
－



〔S～巧＄〕つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほi．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まっでたく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．う6

「どちらともいえない」の人ほ3、

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0． B

筑

約

中

中1（M120） 1、8 且8 27 9 7 20 2ィヾ

中2（Ml17） 且9 26 27 3 4 且7 且

中3（Ml18） 24 29 27 3 6 且0 2

252
A中（M170F82） 且且 2‡ 28 6 6 26 2

239
B中（M125Fl14） 5 8 2旦 2 4 60 2

119
C中（M63F56） 9 15 且6 2 6 5且 i 旦

237
D中（M81F156） 5 12 且6 3 3 60 且

E中 …書写2。）3 10 且7 3 趨 61 3

240
F中（Ml16F124） 2 8 26 3 6 54 且

407

協中1（M189F218）
5 且0 ま9 4 5 56 ユ

力
校
◎

学
年
別
◎

男
女
別

400
中2（Mほ6F214） 6 且2 2ユ 3 6 51 2

401
中3（M180F221） 7、 且5 24 3 4 46 1

男 （55、5） 10 且4 22 4 6 43 1

女 （653） 3 11 21 2 4 58 2

ユ563
総合計（M910F653） 9 且5 23 4 5 43 1

ー

58
－



〔絹〕最近′ 日本は右傾化（保守化）♭ても＼る。

（％）

〈高 校〉 ま 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

偽

高1（M159） 38 25 18 後 4 iユ 且

高2（M143） 33 29 20 6 4 S ま

高3（Mi49） 49 30 且且 且 5 5

G 高 （F130） 且9 36 22 6 旦 15 f2
263

日高（M128F135） 15 20 23 2 3 35 書2
‡高 （Ml13） ま2 且2 40 且 5 29 且

J高 （F128） 4 12 29 後 2 47 3

K 高 （F149） 4 ま9 40 5 32

244
L高（M138FlO6） 且且 23 35 3 3 25

249
M高（M127F122） ユ0 且5 26 4 2 42

協
カ
校
¢

学
年
別
ゆ

男
女
別

428
高1（Mi66F262）

壬

9 且5 30 5 2 39 看2
418

高2（M163F255） ま0 20 30 2 3 35 1

430
高3（M177F253） 且4 24 3i 4 2 25

男 （506） ヱ5 20 30 3 4 29 ヱ

女 （770） 9 19 3ま 4 且 36 毒及
1727

総食計（M957F770） 19 22 27 4 3 26 且

ー59－



＝7〕北方領土のソ連の基地が強化されたといわれていますが，それに関連して日本はどうすれ

fぎよいか，あなたの考えにもっとも近いものを一つ選んで下さい。

1．北海道の自衛隊を増強する。

2．北海道に米軍の大きな基地をもうける。

3．国連に訴えて，真相を調べる。

4．直接攻めてくるとほ思えない。

5．ソ連と話し合って争いをおこさないようにする0

6．外国との軍事条約をやめ，ソ連と平和条約を結んで，領土の返還を求める。

7．北方領土の返還要求をやめて，ソ連と平和条約を結ぶ0

8．その他。 9．わからない。

No．17 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 2 3 23 6 26 25 8 6 2

中2（Ml17） 2 3 18 9 19 24 9 7 9

中3（M＝8） 6 7 26 6 26 12 8 4 3 1

252
A中（M170F82） 5 5 21 6 33 12 9 2 8 0

239
B中（M125Fl14） 1 3 13 5 36 15 9 3 17 0

119
C中（M63F56） 6 2 7 3 36 16 11 6 13 1

237
D中（M81F156） 4 2 9 5 40 12 8 5 14 1

E中 …茅冒2。）3 1 13 2 38 6 12 3 23

240
F中（Ml16F124） 3 4 15 5 38 10 10 3 12

協
力
校
●

学
年

別
○

男

女
別

407
中1（M189F218） 4

t
2 13 5 42 13 8 3 10 0

400
中2（Mユ86F214） 3 4 12 4 34 12 10 4 17 1

401
中3（M180F221） 4 3 ま6 5 35 11 10 3 ユ5

男 （555） 6 5 18 6 30 14 8 4 8 0

女 （653） 1 ユ 10 4 43 10 10 3 18 0

1563
総合計（M910F653） 3 3 16 5 34 14 9 4 12 0

ー 60 －



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

局

高1（M159） 6 4 13 10 20 16 12 9 9

高2（M143） 6 5 12 13 29 13 12 7 3

高3（M149） 5 1 13 13 21 25 8 5 8

G 高 （F130） 2 2 32 13 15 14 5 3 12 2

263
H高（M128F135） 3 1 21 111 30 12 6 4 12 l－

暮

Ⅰ高 （Ml13） 4 4 22 5 27 9 10 4 13

J高 （F128） 1 17 6 38 9 9 4 14 1

K 高 （F149） 1 17 8 38 8 11 1 、15 1

244
L高（M138FlO6） 3 3 25 10 26 10 5 7 12

249
M高（M127F122） 2 2 22 5 30 14 11 3 9 0

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 2 2 21 7 33 11 8 4 12 1

418
高2（M163F255） 3 2 23 9 27 10 7 3 15 1

430
高3（M177F253） 2 2 23 11 27 12 9 5 9 1

男 （506） 5 4 24 9 24 13 8 5 10

女 （770） 1 1 21 9 33 10 8 3 14 1

1727
給食計（M957F770） 3 2 20 10 28

13i9
5 11 l

〝 61－



〔18～21〕次のそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No18

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 3 15

、13
35 26 7 l

中2（Ml17） 6 14 18 26 28 6 3

中3（M＝8） 10 15 19 26 且9 8 1

252
A中（M170F82） 10 14 25 24 且7 9

′
0

239
B中（M125Fl14） 9 15 27 15 9 25 0

119
C中（M63F56） 13 9 40 17 8 13

237
D中（M81F156） 8 且9 24 20 且2 16 且

E中 …暴冒2。）12 12 30 13 且1 22 1

240
F中（Ml16F124） ユ2 22 26 ユ6 7 且7

協
カ
校
くl

学
年
別
ゆ

男
女
別

407
中1（M柑9F218） 9 且6 25 19 13 且8 1

400
中2（Mユ86F214） 12 且5 30 且5 且且

且多妻
1

40ユ
中3（M180F221） ユ0 且7 28 2ユ 且0 ま5 妻 0

男 （555） 亙3 且5 26 ユ5 且4 且5 ま

女 （653） 8 且7 2＄ 20 S 且8 1

1563
総合計（M9が653） 9

且6董25
2且 且逢 且5 且

仙 62 州



〔て8〕現在の社会のさまぎ富な問題を解決するにあたって，過去にさかのぽって考えて臥 あま

り役に立たない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

高

高1（M159） 4 8 16 40 27 4 1

高2（M143） 9 15 14 25 31 6

高3（M149） 3 ヱ0 8 25 53 ま

G 高 （F130） 5 12 19 35 25 3 1

263
拭高（M128ぎ135） 5 且9 27 2主1 21 7 1

三 高 （Ml13） 14 ヱ2 36 16 ま3

8圭
J高 （F128） S 18 33 20 13 8 1

K 高 （F149） 5 21 34 ま9 15 5

244
L高（M138FlO6） 9

22董2327董ま6
3

249
M高（M127F122）

7い8 23董24
ま7 ま0 葺

協
力
校
申

学
年
別
亀

男
女
別

428
高1（M166F262）

7い7妻25き23
且9 息0 妻 0

4ユ8
高2（Mユ63F255）

＝董且8毒29蔓22
漫5

7圭
旦

430
高3（Mlが253）

5」ヱ】27…26い9
3 看0

男 （506）

且2妻且9妻23妻2鳳至且8妻7蔓 き 0

女 （770） 5

且8蔓29蔓25且7妻6葦葺き妻
0

1727
総一合計（M957F770） 小6 23葺25至23

6 董 董0
ー 63 …



〔18～21〕次のそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2，

「どちらかといえば反対」の人は4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．19

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 9 28 26 18 13 3 3

中2（Ml17） 9 25 24 25 12 5

中3（Ml18） 9 20 29 24 12 6
‡

252
A中（M170F82） 34 31 19 8 4 4

239
B中（M125Fl14） 32 26 21 3 5 】．3 1

119
C中（M63F56） 29 27 21 8 7 8

237
D中（M81F156） 2．9 26 24 8 3 10 1

E中 …喜冒2。）31 37 15 5 3 9 1

240
F中（Ml16F124） 42 31 13 5 2 6

協
カ
校
○

学
年
別
○

男

女
別

407
中1（M189F218） 32 32 18 6 3 7 0

400
中2（M186F214） 36 26 16 7 6 9

】
2

401
中3（M180F221） 32 30 22 6 2 8

男 （555） 38 26 17 6 4 8 0

女 （653） 30 32 20 6 3 8 1

1563
総合計（M910F653） 28 28 21 10 6 7 1

〟 64一



〔19〕人間の生活や文化は′ すべて時代が古いほど未開で′ 時代が新しくなるにつれて発展して

きている。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

高

高1（M159） 9 13 36 19 19 3 1

高2（M143） 7 16 30 19 24 3

高3（M149） 5 14 23 30 26 1

G 高 （F130） 4 19 44 19 12 2

263
日高（M128F135） 10 26 38 115 9 2 0

Ⅰ高 （Ml13） 36 19 27 6
、4

6

J高 （F128） 29 28 20 12 5 5 2

K 高 （F149） 20 37 29 9 3 2

244
L高（Mi38FlO6） 21 25 32 15 6 1

249
M高（M127F122） 31 28 29 4 4 4

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 25 28 30 7 6 3 0

418
高2（M163F255） 20 25 34 13 5 3 1

430
高3（Mユ77F253） 18 26 31 15 7 3

男 （506） 26 24 31 10 7 4 0

女 （770） 18 28 33 13 6 2 0

1727
総合計（M957F770） 17 23 31 14 11 3 0

〟

65
－



〔巧8へノ2瑠〕次のそれぞれの意見について

「まったく賛成＿＿jの人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人は5．

して下さい。

No．20

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人は6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 37 38 ユ7 3 3 3

中2（M‖7） 35 33 ユ8 5 3 6

中3（Ml18） 25 42 20 6 3

4皇252
A中（M170F82） 32 30 27 4 2 5

239
B中（M125Fl14） 33 27 且＄ 2 2 16 0

1i9
C中（M63F56） 35 29 ま7 且 3 Y且4

且

237
D中（M81F156） 29 3且 19 4 且 15 0

E中 三孟冒2。）26 23 30 3 17 2

240
F中（Ml16F124） 30 34 且7 4 ヱ 13

協
力
校
⑳

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 32 34 19 3 2 10 1

400
中2（M186F214） 32 26 22 3 2 ユ6 i

401
中3（M180F221） 29 30 22 4 且 旦4 0

男 （555） 37 28 20 4 1 ま1 0

女 （653） 26 32 22 3 2 ユ5 1

1563
冶合計（M910F653） 3且 32 2ま 4 2 1且 且

ー 66－



〔20〕自然科学は発展してきているとしても，宗教。芸術などでは晋のほうがすぐれていたもの

もある。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約
P

l司

高1（M159） 26 33 27 4 3 5
ま

高2（M143） 29 36 22 3 6 5

高3（M149） 30 30 26 6 3 6

G 高 （F130） 37 37 19 3 2 2

263
技高（M128F135） 22 38 29 3 1 7

lo

Ⅰ高 （Ml13） 30 33 24 3 4 7

J高 （F128） 19 39 23 2 2 13
ユ

K 高 （F149） 20 48 22 4 2 凄

244
L高（M138FlO6） 28 33 25 6 2 墟 i

249
M高（M127F122） 27 4ま 23 2 且 6

協
カ
校
○

学
年
別
◎

男
女
別

428
高1（M166F262） 28 36 24 4 3 6 0

418
高2（M163F255） 24 42 22 3 2 7 0

430
高3（M177F253） 26 37 27 3 1 4 呈

男 （506） 30 32 24 3 3 7 ヱ

女 （770） 23 43 24 3 2 5 0

1727
冶食計（M957F770） 27 37 24 4 2 6 0

肌
67 －



〔18～21〕次のそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人は1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人ほ4．「まったく反対」の人ほ5．

して下さい。

No．21

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人は6．と回答

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 10 26 15 20 22 6 2

中2（Mli7） 10 21 ユ7 28 21 3

中3（Ml18） 9 19 31 16 18 6 1

252
A中（M170F82） 20 23 26 12 11 8 0

239
B中（M125Fl14） 18 23 25 9 7 17 1

119
C中（M63F56） 17 31 19 14 8 10

237
D中（M81F156） 15 29 27 11 8 12

E中 …き冒2。）18 28 27 3 6 ユ8

240
F中（Ml16F124） 14 24 28 14 7 13 1

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 15 25 25 14 10 13 0

400
中2（M186F214） ユ9 26 24 9 8 14 1

401
中3（M180F221） 17 26 28 1且 7 12 0

男 （555） ユ9 23 23 14 10 10 1

女 （653） ユ5 27 27 8 6 15 0

1563
総合計（M910F653） 14 23 23 12 10 10 0

ー

68－



〔21〕歴史が動いてゆく原因は，英雄や偉大といわれる人々の力によるところが大きい。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

I：ニー

同

高1（M159） 7 8 22 33 26 4 1

高2（M143） 6 20 25 27 19 4

高3（M149） 8 14 15 36 25 3

G 高 （F130） 5 15 33 28 14 4

263
日高（M128F135） 5 22 32 2、4 12 5 1

Ⅰ高 （Ml13） 19 20 29 10 15 6

J 高 （F128） 11 25 33 15 9 8

K 高 （F149） 5 42 24 18 9 2

244
L高（M138FlO6） 12 28 23 19 15 3

249
M高（M127F122） 14 22 27 15 15 7

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（Mユ66F262） 11 26 29 17 10 3

418
高2（M163F255） 10 26 29 18 12 5 1

430
高3（M177F253） 9 22 27 22 16 3 0

男 （506） ユ4 22 27 16 17 5 0

女 （770） 7 27 30 21 10 5 0

1727
総食計（M957F770） 9 22 26 22 16 5 0

ー

69
－



しんりやく さつしよう

〔22〕かって日本は、アジアの諸地域を侵略L、多くの人々を毅傷し生活を破壊するなど、大き

な被害を与え資した。ぞれについて、あなたの考え紆こ為っとも近いものをつぎの申から－

づ選んで下さい。

1iどんな理由があろうとも許されるべき行為でほないから，深く反省すべきだ。

2．反省すべきだが，日本にも戦争を起こさなければならない理由があったのだから，侵略ほやむを

えない面もある。

3．日本ほ，アメリカやイギリスの支配から，アジアの人々が独立するのを援助したのだから，ある
ぎせい

程度の犠牲ほやむをえない。

4．アジアを侵略したという点でほ，日本もアメリカ。イギリスなども同じだから，日本の侵略ほと

くに問題にならない。

5．侵略を行ったのほ昔の日本人だから，我々にほ関係がない。

6．わからない。

No．22 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 87 8 2 2 2

中2（M＝7） 82 9 3 3 3 1

中3（Ml18） 62 14 1 7 11 5 l

252
A中（M170F82） 61 26 3 6 1 2 1

239
B中（M125Fl14） 57 19 3 2 4 15 0

i19
C中（M63F56） 59 22 4 2 3 且1

237
D中（M81F156） 52 27 6 1 4 ヱ0 董0
E中 …書冒2。）61 13 4 3 且7 3

240
F中（M‖6F124） 49 26 3 2 5 凰5 1

協
力
校
心

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 59 25 4 3 3 8 1

400
中2（M186F214） 53 22

4…4
3 14 1

401
中3（M180F221） 58 23 1 2 4 且2 ま

男 （555） 戸 23 慮 4 5 3．0 0

女 （653） 56 23 3 2 2 12 且

1563
総合計（M910F653） 57 且9 2 3 3 9 1

…
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（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約
亡：コ

同

高1（M159） 69

10巨1
4 10 6 1

高2（M143） 62 17 3 4 9 5

高3（M149） 81

4覧4
3 5 3 1

G 高 （F130） 60

27蔓2
2 5 2 2′

263
H高（M128F135） 64

20蔓3
3 5 4 1

Ⅰ高 （Ml13） 58

22毒3
4 7 6

J高 （F128） 64 25 2 2 2 5 1

K 高 （F149） 47 35 2 3 5 9

244

、L高（Mユ38FlO6）
56 30 2 3 4 5

249
M高（M127F122） 6且 27 4 2 3 3

協
カ
校

学
年
別
⑳

男
女
別

428
高1（M166F262） 60 27 4 2 4 3 1

418
高2（M163F255） 57 24 2 3 4 9 1

430
高3（M177F253） 60 28 2 3 趨 3 0

男 （506） 59 24 3 3 8 4

女 （770） 59 28 2 2 2 5 且■

1727
給食計（M957F770） 62 22 3 3 5 5 1

w
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あすか つまど くらし番 おたる

〔23〕奈良県の明日村、長野県の審篭宿、岡山県の倉敷市、北海道の小樽市など多くの地域で、
けいかん’

昔ながらの町なみなどを歴史的魚鱗と呼んで、それを保存しようという運動が広がってい

ます。しかし保存のために住居の新築。改修などに制限が加えられたり，新たな経済的負

担が必要になるのも車嚢です。

歴史的景観の保存について，あなたの考えにもっとも近いものをつぎの申から一つ選んで

下さい。

1・．景観ほ生活の変化にしたがって変わってゆくのが当然で，文化財とほ言えないから，保存する必

要ほない。

2・古い町なみなどほ生活に役立たぬばかりでなく支障も大きいから，保存せずに積極的に新しいも

のに変えるべきである。

3・歴史的景観の価値ほ認めるが，経済的負担が大きい場合にほ破壊するのもやむをえない。

No．23 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 3 34 48 4 8 2

中2（Ml17） 6 3 21 56 6 7 1

中3（Ml18） 8 3 19 59 3 6 1

252
A中（M170F82） 2 2 18 60 2 13 1

239
B中（M125Fl14） 3 5 13 48 1 28 2

119
C中（M63F56） 7 2 18 48 5 20 1

237
D中（M81F156） 1 3 21 52 7 15 0

E中 …書写2。）4 3 13 43 3 30 4

240
F中（Ml16F124） 1 2 30 40 6 20

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 3 3 22 52 3 20 1

400
中2（M186F214） 3 4 19 43 7 23 2

401
中3（M180F221） 3 2 18 55 3 19 1

男 （555） 4 3 20 50 4 18 1

女 （653） 2 2 19 48 4 22 1

1563
総合計（M910F653） 3 2 20 47 4 16 1

ー
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・4．歴史的景観ほ貴重な文化財であるから，私達共通の通産として保存すべきだし，そのためにほ国

民全体で経済的負担を負うのもやむをえない。

5．歴史的景観ほ観光地などの特殊な地域の問題であるから，自分にほ関心がない。

6．わからない。

（％）

〈高 校〉 1

2蔓3
4 5 6 7 8 9 0 B

筑

的
口

r司

高1（M159） 2

3雇23
61 8 4

高2（M143） 6 3 24 50 8 9 1

高3（M149） 7 1 21 62 5 3

G 高 （F130） 2′ 24 65 3 5 2

263
H高（M128F135） 2 1 24 517 6 9 0

王 高 （Ml13） 3

3至22
52 12 11

J高 （F128） 1 妻3258 2 8

K 高 （F149） 1 喜3454 5 4 1

244
L高（M138FlO6） 5

1喜27
55 4 9

249
M高（M127F122） 3 0 18 68 4 6

協
力
校

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 3 1 22 61 4 9 1

418
高2（Mユ63F255） 3

1套26
56 6 8 0

430
高3（M177F253） 2

0萱27
60 5 5 1

男 （506） 4

1毒21
59 7 9

女 （770） 2

0蔓28
59 3 7 1

1727
総、食計（M957F770） 3 1 24 59 5 7 1

ー 73
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〔24〕日本は、太平洋をとり安く地震の多い地域にあるため、人々は昔から地震を恐れてき富し

た。現在予想されている黄海地震は、そのエネルギ叫も大きいのですが、ぞれ以上に被奮

の大きさが心配されてい富す。今日の日本が、地震に弱くなっているとす軌ば、そのもっ

とも大きな理由i孟何でしょうか。

つぎの申から一つ選んで下さい。

1・．せまい地域に，人口が多くなったから。

2．工業化が進み，各地にコンビナートや危険物を扱う工場などがふえたから。

3．高層建築や地下街など都市ほ立体化し，高速の鉄道や道路網がひろがったから。

4．通勤。通学距離が長くなったから。

5．災害を防ぐ技術が遅れているから。

6・災害を防ぐ施設の整備が遅れ，普た都市計画の中にも震災に対する対策が不十分だから。

No．2埠 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 26 19 24 21 3 3 3 3

中2（Ml17） 28 13 19 2 23 3 5 8

中3（Ml18） 31 1ま 17 1 3 28 2 2 6 且‡

252
A中（M170F82） 23 21 26 2 3 20 1 5 且

239
B中（M125Fl14） 24 20 18 0 5 12 1 5 14 0

119
C中（M63F56） 22 17 21 1 25 2 5 7 1

237
D中（M81F156） 26 19 17 1 4 16 且 5 1ま

E中 …姜冒2。）23 20 13 4 且2 2 5 2

240
F中（Ml16F124） 20 ユ4 26 5 20 5 10

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（Mlが2糊 22 22 20 1 5 ユ5 且 6 ま1

′且

400
中2（M186F214） 23 19 ま9 且 4 且9 1 5 11

401
中3（M180F221） 25 ヱ6 24 0 3 19 ヱ 2 ユ1 0

男 （555） 25 16v 22 1 5 盈7 ユ 4 9 0

女 （653） 2ユ 20 20 1 3 且7 1 4 12 0

0
1563

絵合計（M910F653） 23 且7 ヱ9 1 3 ヱ8 1 4 9
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7・日本でもっとも重要な地域だから。

8・災害訓練が不十分だから。

9．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
口

I句

高1（M159） 28 ヱ2 且9 墟 ヱ 27 4 2 ユ 3

高2（M143） 28 5 17 且 3 38 2 6

高3（M149） 32 3 13
i且

50 1 1

G 高 （F130） 18 ま8 21 且 37 2 2 1

263
H高（M128F135） 24 14 2ユ 0 2 32 0 2 4 2

Ⅰ高 （M＝3） 31 13 且5 2 及 25 2 逢 6 2

J高 （F128） 18 19 3ユ 1 且

22卜
2 5 2

K 高 （F149） 24 19 30 及9 ま 5

244
L高（M138FlO6） 15 20

27妻2
2 2壌 及 及 7

249
M高（M127F122） 18 18 29 3 23

－ぎ2
7

協
カ
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262）

21い626妻ま至2
2呈

0蔓3
8 量且

418
高2（M163F255） 22 14 25 且 ヱ 30 0 且 5 且

430
高3（M177F253） 19 21 24 0 2

28毒及
2 4 0

男 （506） 26 15 20 且

3葦27葦鳳至25蔓
及

女 （770） 17 且9 29 0 且 26 2 6 且

1727
総∨合計（M957F770） 23 且5 23 且 盈 29 且 2

5…
亙

ー
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〔25〕都市の出すゴミの塵は大変多く、どう処理するか大きな問題となってい資す。東京都では
しよう

区ごとにできるだけ処理する方針にLたがって、杉並区の高井戸に清掃工場（ゴミを焼き

ゃくする）をつくろうとしたところ′ 地域の住民から反対運動が長年にわたってありま

Lた。もし、かりにあなたの住富いの近くに清掃工場ができるとしたらどうし資すか。あ

なたの考えにもっとも近いものを一つ選んで下さい。

かそ

1．自分たちの生活環境がみだれるので，もっと住民の少ない過疎地域の山村などにつくるようみん

なで働きかける。

2．清掃工場などつくらず，東京湾にもっと大きな夢の島（埋立地）のようなものをつくるようにみ

んなで働きかける。

3．自分たちのまわりにつくられるのは反対だが，他に適当な場所がなければしかたがない。
はしよう

4．他に適当な場所がなければしかたがないが，みんなで働きかけて，できるだけ多くの補償金をか

ちとる。

No．25 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 9 13 17 7 1 49 3 1

中2（Ml17） 13 8 14 7 2 50 7

中3（M‖8） 12 14 21 3 11 31 8

252
A中（M170F82） 15 15 15 4 2 43 5 1

239
B中（M125Fl14） 13 9 11 1 6 50 8 1

119
C中（M63F56） 13 13 5 1 3 55 9

237
D中（M81F156） 16 11 12 3 3 49 5 0

E中 き書冒2。，23 13 6 3 3 39 10 4

240
F中（Ml16F124） 18 9 6 2 4 49 12

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

407
中1（M189F218） 17 13 11 2 5 49 5 1

400
中2（M186F214） 18 13 11 3 4 41 9 1

401
中3（M180F221） 14 9 8 3 2 53 10 1

男 （555） 13 15 12 3 5 43 8 1

女 （653） 18 8 8 2 2 50 8 1

1563
総合計（M910F653） 14 11 11 3 4 44 7 1
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5・みんなで反対して，できるだけ多くの補償金をかちとり，どこか環境のよい場所をみつけてそち

らに引っ越したい。

6・自分の区のゴミを自分の区で処理するのほ賛成だが，公害などが起らないようみんなで働きかけ

生活環境を守るようにする。

7．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
仁コ

r珂

高1（M159） 11 6 14 6 11 47 6

高2（M143） 9 12 20 6 8 38 6

高3（M149） 13 7 13 4 6 51 6

G 高 （F130） 8 9 9 2 5 59 6 2

263
H高（M128F135） 14 9 13 1 5 52 6 1

Ⅰ高 （Ml13） 15 12 12 1 6 42 12 1

J高 （F128） 15 6 13 1 2 59 3 1

K 高 （F149） 24 9 8 4 5 46 3

244
L高（M138FlO6） 11 12 10 2 4 54 6

249
M高（M127F122） 12 4 10 3 4 62 5

協
刀
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 12 10 9 3。 4 51 9 1

418
高2（M163F255） 15 9 11 2 5 54 4 1

430
高3（M177F253） 14 8 12 1 3 57 3 1

男 （506） 13 10 13 3 5 48 8 0

女 （770） 15 8 10 2 4 58 4 1

1727
総合計（M957F770） 13 9 12 3 5 52 6 1

ー 77 －



〔26〕新幹線は東京一博多間、大宮一盛岡間を短時間で経び、大豊輸送機開として世界各国の注

目を集めてい資す。しかし、寮京周辺では住民の協力をえるのに時間がかかり、東北◎上

越の両断幹線は、当分東宮始発たいうことです。そ丸とも、うのあ、東京一博多の新幹線で、

沿線住民は、騒音、振動、TVの受像障害などの被害をうけているという事実があるから

です。

沿線住民の新幹線への対応のしかたとして、あなたの考えにもっとあ近いあのをつぎの

申から一つ選んで下さい。

1．公共の利益だから，多少の騒音等ほがまんすべきだと思う。

2．騒音防止など今の技術で可能な限りの努力をしているのだから，多少の騒音ほがまんすべきだと

思う。

No暮26 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 3 21 1∧3 48 8 7

中2（Ml17） 8 16 1J皇 45 7 10

中3（Ml18） 14 19 19 37 3 4 2

252
A中（M170F82） 4 33 9 34 10 8 2

239
B中（M125Fl14） 4 27 6 40 4 ユ6 3

lj9
C中（M63y56） 3 ′22 9 37 7 23

237
D中（M81F156） 4 25 14 33 11 11 2

E中 …喜冒2。）5 28 8 22 8 2∠皇 5

240
F中（Ml16F124） 7 28 9 3且 ま0 ユ3 1

協
力
校
や

学
年
別
砂

男

姦事

407
中1（M189F218） 3 31 ユ且 37

8ト2
1

400
中2（Mi86F214） 6 25 9 33 9 1．5 3

401
中3（M180F221） 5

28ぎ9
32 8 16 L】＿ 2

男 （555） 6 25 ユi

36…9
】．1 1

女▲ （653） 3 29、 8 3ま 8 16 2

1563
総合計（M910F653） 5 24 10 34 7 12 2
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3．迷惑を受けているのだから，十分に補償金をとって，他の土地へ移ればよいと思う。

4．迷惑を受けているのだから，設備の改善か，列車のスピードを落して迷惑のかからないように要

求すべきだと思う。

5．そ の 他。

6．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

高

高1（M159） 8 14 20 46 8 5 …
高2（M143） 15 13 22 36 6 6 1

高3（M149） 9 5 28 48 8 2

G 高 （F130） 6 19 13 43 6 11 2

263
H高（M128F135） 1 16 12 53 10 8 0

Ⅰ高 （Ml13） 4 21 16 36 12 12

J高 （F128） 5 22 9 46 6 13

K 高 （F149） 1 28 17 44 5 6

244
L高（M136F王．06） 3 15 18 40 8 15 1

249
M高（M127F122） 3 28 12 41 6 10

協
カ
校

学
年
別

男
女
別

428
高1（Mユ66F262） 4 23 12 43 8 12

418
高2（M163F255） 3 22 15 41 7 11 ま

430
高3（Mま77F253） 2 ヱ8 且6 48 8 8 1

男 （506） 「■‘321 ヱ6 42 8 10 0

女 （770） 3 21

13董45
7 且1 0

1727
給食計（M957F770） 5

‡

18 16 44
・7

9 0

ー？9
－



すい みつも

〔27〕国連の推計では、20（沿年の地球人口は増加を低く農務って60億、高く見積れば71億に達す

るとしてい富す。この人口増加に関連したつぎの文のうち、あっとあ賛成できるあのを一

つ選んで下さい。

1．このように人口が増加すると食料やエネルギー資源の不足が心配されるので，人口増加の大きい

発展途上国は，先進国のように出生率をひき下げ，人口増加を抑える政策をとらなければならな

い。

2．このように人口が増加すると，食料やエネルギー資源の不足が心配されるので，すべての国々で

人口増加を抑える政策をとる必要がある。

3．人口増加による食料やエネルギーの不足を防く小ためには，先進国の人口の減少が望ましい。

4．発展途上国ほ，人口を増加させることによりその生産力を高め，人々の暮しを豊かにすることで
ふ尊んこう

人口と食料・エネルギー資源の問の不均衡ほ解消される。

No．27 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 19 20 3 8 26 14 6 4

中2（Ml17） 18 16 3 9 15 23 15 1

中3（Ml18） 20 19 4 15 14 9 19

252
A中（M170F82） 16 18 5 7 18 10 24

‡

2

239
B中（M125Fl14） 10 14 3 8 8 11 44 2

119
C中（M63F56） 9 14 1 10 13 16 35 1

237
D中（M81F156） 14 18 3 9 10 8 35 2

E中 三孟冒2。）11 17 2 7 8 9 44 3

240
F中（Ml16F124） 11 14 5 8 15 16 30 1

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 10 14 3 8 12 14 41 1

400
中2（M186F214） 14 14 4 6 12 13 33 3

401
中3（M180F221） 14 20 4 10 13 8 30 3

男 （555） 16 15 4 8 14 12 29 2

女 （653） 9 16 3 8 11 11 38 2

1563
総合計（M910F653） 14 16 4 9 14 12 28 2
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5．現在のように先進国を中心に，効率的なエネルギー消費とそれによる食料。工業の生産をほかり，

発展途上国へは，生産物を販売し，資源を購入する経済協力が必要である。

6．先進国でほエネルギーや食料の叫人当りの消費量が大きいので，これを節約すれば人口増加に対

応でせる。

7．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

口

同

高1（M159） 15 18 7 8 9 27 14 3

高2（Mユ43） 28 24 3 5 12 15 13

高3（M149） 35 31 2 6 8 11 7 l

G 高 （F130） 32 24 1 4 11 20 8 1

263
日高（M128F135） 16 24 3 6 19 19 13 0

Ⅰ 高 （Ml13） 14 26 4 7 17 9 21 2

J高 （F128） 13 28 4 7 17 10 20 1

K 高 （F149） 17 28 4 8 15 15 12 1

244
L高（M138FlO6） 21 28 2 9 22 7 11

249
M高（M127F122）

ユ4 32 2 8 12 10 21 0

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高i（M166F262） 18 24 3 8 12 17 19 1

418
高2（M163F255） 17 30 l 8 17 10 16 1

430
高3（Mi77F253） 19 28 4 6 21 11 12

男 （506） 「7 28 3 9
号

16

il圭15 量1
女 （770） 18 27 3 6 17 14 15 0

1727
総′合計（M957F770） 20 26 3 7 15 14 14 1

〟
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〔28〕「ナイジェリアは、10年前に落花生を胡0万トン輸出し、昨年は鑑）万トン輸出Lたが、輸出

による収入は同じであった。アメ‡メカのシボレー（自動車）は、生産が倍にふえ、しかあ

億だんがつり上がっている御意なぜか」こ軌は、欝巧珂国連貿易開発会議でのナイジ工芸j

ア代表の発言でした。この発言が問題にしているような事実－エ業製品の値上がりと農産

物の値下がりについてどう考え資すか。あなたの考えにもっとあ近いあのを仙つ選んで下

さい。

1，自由な貿易の結果だから当然のことと思う。

2．自由な貿易の結果だが，気の毒に思う。

3．工業製品ほ，技術が複雑で品質も向上しているので，値上がりするのもしかたがない。

4．工業国は，発展途上国を援助する必要がある。

5．国連などの故関が貿易を管理し，発展途上国が不利にならないようにする。

No，28 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

申1（M120） 26 7 26 27 3 1 5 5 1

中2（Ml17） 11 13 4 22 29 9 1 5 5 1

中3（Ml18） 13 25 3 11 23 8 3 2 12

252
A中（M170F82） 6 13 1i 17 21 13 2 5 11 0

239
B中（M125Fl14） 3 12 9 11 12 12 1 3 35 2

119
C中（M63r－56） 6 14 8 10 且3 10 3 8 29

237
D中（M81F156） 6 12 12 ま2 14 10 1 5 28 0

E中 …喜冒2。）7 13 8 13 10 7 3 5 34 3

240
F中（甲116F124） 5 15 13 9 18 19 ま 5 17

協
力
校

学
年
別
⑳

男
女
別

407
中1（M189F218） 4 17 12 、13 14

11 且 6 2且 0

400
中2（M186F214） 6 12 ヱ0 9 16 ヱ3 2 6 27 2

401
中3（M180F221） 6 互0 9 且5 ヱ6 且3 2 3 25 0

男 （555） 7 且5 且2 且3 且6 且3 1 6 ヱ7 ま

女 （653） 4 11 9 且且 15 12 2 4 3且 ま

1563
絵合計（M910F653） 6 15 9 14 18 11 2 5 20 1

－

82
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6・発展途上国ほ，お互いに話し合い協力して，商品の値下がりを防ぐ努力をする。

7・発展途上国ほ，自動車など工業製品をあまり買わないようにする。

8．そ の 他。

9．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

l

筑

駒
仁：ニー

r司

高1（M159） 5 23 4 13 35 8 3 4 7

高2（M143） 15 24 1 15 16 9 2 8 8

高3（M149） 5 19 2 23 28 12 4 5

G 高 （F130） 9 22 3 21 27 10 2 5 1

263
H高（M128F135） 4 13 7 1■9 37 7 0 3 10 1

三 高 （M113） 6 18 6 19 23 8 1 4 15

J高 （F128） 11 13 14 38 12 1 13

K 高 （F149） 3 19 19 13 27 6 2 11 1

244
L高（M138FlO6） 3 14 9 27 27 8 1 2 9

249
M高（M127F122） 5 8 10 16 30 13 1 1 17

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 4 14 7 19 29 9 1 3 14 1

418
高2（M163F255） 4 14 11 15 33 9 1 ま 12 0

430
高3（M177F253） 4 14 11 22 30 9 0 2 8 0

男 （506） 6 14 8 20 27 9 1 2 13 0

女 （770） 3■ 14 10 18 33 9 1 2 10 0

1727
総食計（M957F770） 5 16 8 18 29 9 ヱ 3 10 0

ー
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〔29〕将来、あなたが住みたい国をつぎの1～0富での申から一つ選んで下さい。

1．韓国 2．中国 3．サウジアラビア 4・アメリカ

7．スイス 8．フランス 9．ソ連 0．エジプト

No．29

5．ブラジル 6．インド

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 1 3

◎

1 19 8 1 51 15 1

中2（Ml17） 1 7 16 3 2 49 15 3 3 3

中3（Ml18） 3 6 2 22 6 44 8 4 2 4

252
A中（M170F82） 4 1 21 4 1 50 11 2 1 6

239
B中（M125Fl14） 1 3 1 23 4 1 44 19 1 1 2

1】9
C中（M63F56） 1 4 1 14 2 2 50 14 1 2 9

237
D中（M81F156） 2 2 24 1 0 50 15 1 3 1

E中 き喜冒2。）3 3 23 4 48 18 2

240
F中（Ml16F124） 6 17 3 36 29 2 5 1

協
力
校
○

学
年
別

男
女
別

407
中1（M189F218） 0 4 1 18 2 0 47 20 0 2 4

400
中2（Mi86F214） 1 3 1 20 4 1 47 19 1 2 3

401
中3（M180F221） 0 3 1 25 3 1 43 15 3 3 2

男 （555） 1 6 1 25 5 1 43 12 1 2 4

女 （653） 1 2 1 18 1 0 48 23 2 2 2

1563
総合計（M910F653） 1 4 1 20 4 1 46 17 2 2 3

ー 84－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

r：コ

「司

高1（M159） 2 6 1 25 7 1 30 13 5 3 8

高2（M143） 1 4 4 28 6 3 31 13 2 3 5

高3（M149） 1 7 1 19 9 3 31 19 2 2 5

G 高 （F130）
【
1 2 1 27 4 38 14 2 2 8

263
托高（M128F135） 1 5 1 2主2 4 1 44 14 2 2 4

Ⅰ高 （Ml13） 11 1 24 3 4 44 11 2 2

J高 （F128） 2 2 23 3 52 16 1 1 1

K 高 （F149） 1 28 1 50 17 1 1 1

244
L高（M138FlO6） 1 7 26 6 41 17 1

249
M高（M127F122） 1 3 0 19 2 0 53 20 0

協
力
校

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 1 4 0 24 3 1 46 16 1 1 3

418
高2（M163F255） 1 4 1 26 4 1 46 14 1 2 2

430
高3（M177F253） 1 5 1 21 4 1 47 18 1 1 1

男 （506） 1 8 0 25 5 1 42 14 1 1′ 0

女 （770） 0 3 1 18 3 0 49 17 1 1 2

1727
総食計（M957F770）

1 5 1 24 5 1 42 16 2 1 3

l
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〔30〕将来、あなたが住んでみたくない国を、前開の1～0富での申から一つ選んで下さい。

1．韓国 2．中国 3．サウジアラビア 4．アメリカ

7．スイス 8．フラソス 9．ソ連 0．エジプト

5．ブラジル 6．インド

No．30 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 9 9 3 1 24 43 5 5

中2（Ml17） 20 1 14 9 2 19 1 32 3 ′2

中3（Ml18） 19 2 14 15 2 13 1 1 27 6 1

252
A中（M170F82） 14 2 5 8 2 19 39 7 4

239
B中（M125Fl14） 18 8 8 11 1 10 2 0 28 13 1

119
C中（M63F56） 10 3〆 4 17 14 1 41 8 2

237
D中（M81F156） 17 14 7 7 3 10 1 0 32 7 2

E中 …書冒2。）18 8 8∧ 7 2 18 1 1 33 4 1

240
F中（Ml16F124） 7 6 9 8 7 15 29 18 2

協
力
校
○

学
年
別
○

男

姦ぎ

407
中1（M189F218） 8 5 7 8 2 14 0 0 44 10 1

400
中2（M186F214） 16 6 9 10 4 ま1 i 1 28 10 3

401
中3（M180F221） ユ8 8 6 9 3 16 0 0 27 10 2

男（555）い3
6 7 11 3 且4 1

0董33
10 3

女 （653） 15 8 7・ 8 3 ま4 1 1 34 9 1

1563
総合計（M910F653） ユ4 6 8 9 2 15 且 0 33 9 2

ー8＄…



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

亡：コ

r司

高1（M159） 28 2 16 9 1 13 2 1 21 5 3

高2（M143） 22 5 8 6 20 l 26 8 3

高3（M149） 15 4 10 14 1 15 1 1 34 2 3

G 高 （Fユ30） 24 5 9 8 1 15 ユ 28 2 7

263
日高（M128F135） 16 6 11 111 2 17 29 5 4

Ⅰ高 （Ml13） 18 7 ま1 9 3 11 2 34 6 1

J 高 （F128） 20 5 9 2 3 13 35 9 3

K 高 （F149） 25 16 11 2 3 13 25 4 1

244
L高（M138FlO6） 14 8 12 5 4 16 34 6

249
M高（M127Fユ22） 10 9 ま3 8 4 12 0 0 33 10

協
力

校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（Mユ66F262） 15 8 11 7 3 17

壬

0 28 8 4

418
高2（Mほ3F255） 18 9 10 8 3 12 0 1 30 7 2

430
高3（M177F253） 17 7 ユ2 6 4 且3 0 0 37 4 1

男 （506） 14 8 11 8 3 且3 0 0 33 7 2

女 （770） 18 9 1ま 6 3 15 0 0 ■ 30 6 3

1727
給食計（M957F770） 18 7 11 8 2 15 1

1t30
6 2
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〔31〕前間で、あなたが住みたくないと考えた、あっとも大きな理由は何ですか。つぎの申から

あなたの考えにあっとあ近いものを一つ選んで下さい。

1．著すぎる，寒すぎる，嫁がないなど，自然条件が悪い。

2．政治が不安定。 3．治安が悪い。 4．
へんさナん

6．人種差別や人種・民族についての偏見が強い。

7．貧しい。 8．文化や教育が遅れている。

0．なんとなく暗いイメージ。

No．31

汐自由がない。 5．戦争が好きな国。
垂ら

または，国民性が嫌い。

9．福祉や医療が遅れている。

（％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 12 9 9 15 17 15 7 3 3 8 4
ン

中2（Ml17） 19 10 11 10 13 19 2 2 2 9 3

中3（Ml18） 18 8 7 17 5 18 4 1 1 19 3

252
A中、（M170F82） 7 6 6 14 17 18 6 3 4 15 5

239
B中（M125Fl14） 18 4 4 5 23 14 5 3 3 19 2

119
C中（M63F56） 12 10 4 4 24 17 3 1 3 21

、2

237
D中（M81F156） 11 5 8 5 16 14 6 3 2 28 2

E中 …書冒2。，12 8 5 8 16 17 7 2 1 24 1

240
F中（Ml16F124） 22 4 9 5 15 11 6 3 3 20 2

協
力
校
●

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F2榔 12 6 5 7 3 14 4 3 3 18 1

400
中2（M186F214） 15 7 5 8 15 13 6 3、 3 23 3

401
中3（M180F221） 14 4 9 6 13 18 6 2 2 21 3

男 （555） 14 7 8 9 18 13 5 3 3 16 3

女 （653） 13 4 5 6 18 16 6 2 3 25 2

1563
総合計（M910F653） 14 6 7 9 17 15 5 3 3 19 3

ー

88－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

仁コ

r司

高1（M159） 18 16 10 16 6 11 8 2 3 13 3

高2（M143） 15 6 5 17 5 22 5 6 3 11 5

高3（M149） 13 6 8 26 5 21 2 3 5 9 3

G 高 （F130） 8 7 6 16 2 29 5 5 1 14 6

263
日高（M128F135） 10 8 13 1t4 7 19 5 5 2 14 5

Ⅰ高 （Ml13） 18 5 8 19 11 12 2 1 1 25

J高 （F128） 13 3 5 18 16 15 5 2 20 2

K 高 （F149） 8 4 5 11 14 17 9 5 3 23 2

244
L高（Mユ38FlO6） 13 5 5 14 10 13 7 5 3 23 2

249
M高（M127F122） 18 4 6 9 14 10 9 6 3 21

協
力
校
●

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 13 4 6 11 11 13 10 5 4 21 4

∧

418
高2（M163F255） 11 6 8 15 10 18 5 5 1 19 2

430
高3（M177F253） 14 6 8 14 11 16 4 4 1 20 2

男 （506） 15 6 9 15 9 13 7 5 3 18 0

女 （770） 11 5 6 13 11 18 6 4 2 21 3

1727
総令計（M957F770） 13 6 7 15 9 16 6 4 2 17 3
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クロス集計 No．11－No，15

〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人ほ1．「どちらかといえば賛成」の人ほ2．

「どちらかといえば反対」の人は4．「まったく反対」の人は5．

して下さい。

ちようへい

＝1〕国を守るためなら徴兵制も必要である。

「どちらともいえない」の人ほ3．

「わからない」の人ほ6．と回答

〔15〕日本国藩法の平和条項（前文。第9姦）では．戦争をしないこと，そのために戦力をもた

ないことを規定しているが′ これは日本の誇りである。
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NoI30－No．31

〔30〕将来，あなたが住んでみたくない国を′ 前開の1から0までの申から一つ選んで下さい。

1．韓 国 2．中 国 3．サウジアラビア 4．アメリカ 5．ブラジル

6．インド 7．スイス 8．フランス 9．ソ 連 0．エジプト

〔31〕前間で′ あなたが住みたくないと考えた，もっとも大きな理由は何ですか。

つぎの申からあなたの考えにもっとも近いものを一つ選んで下さい。

1．

2．

6．

著すぎる，寒すぎる，線がないなど，自然条件が悪い。

政治が不安定。 3．治安が悪い。 4．自由がない。 5．戦争が好きな国。
へんけん きら

人種差別や人種。民族についての偏見が強い。またほ，国民性が嫌い。 7．貧しい。

8．文化や教育が遅れている。 9．福祉や医療が遅れている。 0．なんとなく暗いイメージ。
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〔32〕身体障害者の人たちが働きたいという希望を持ってもなかなか働き口がないのが実状です

が、こういった現状に対してあなたはどう思い資すか。あなたの考えにあっとあ近いもの

を一つ選んで下さい。

1．身障者の人では仕事の能率がさがるので，民間会社などがやといたがらないのほしかたがない。

2．身障者の人たちも人間なのだから，多少会社ほもうからなくてもやとってあげるべきである。

3．国や地方自治体が会社などに補助金を出して，身障者がやとってもらえるようにする。

4．国や地方自治体ほ身障者の働ける作業所をひろげるなどの努力をすべきである。

5．身障者の人が働くといっても大変なので，これらの人が働かなくても生活できるように国や地方

自治体が社会保障を充実させる。

6．わからない。

No．32 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 5 16 11 56 9 3 1

中2（Ml17） 11 9 15 45 12 7 1

中3（Ml18） 19 12 17 39 5 8 1

、252A中（M170F82） 8 17 9 51 8 4 3

239
B中（M125Fl14） 4 32 9 35 10 8 2

】．19
C中（M63F56） 3 29 8 45 5 8 2

237
D中（M81F156） 7 27 8 43 8 5 3

E中 …喜冒2。）8 34 8 29 7 11 3

240
F中（Ml16F124） 3 20 7 51 10 7 3

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 3 29 10 41 9、 5 2

400
中2（M186F214） 8 27

′7
41 8 8 3

401
中3（M180F221） 4 20 8 49 8 8 2

男 （555） 8 22 10 38 11 8 2

女 （653） 3 29 6 48 6 6 3

1563
総合計（M910F653） 7 23 10 44 8 7 2

ー

92
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（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

1

筑

駒
仁こコ

r司

高1（M159） 9 10 16J53 6 4

高2（M143） 15 7 17 50 6 3 1

高3（M149） 9 6 16 60 7 2

G 高 （F130） 13 4 13 65 2 1 2

263
H高（M128F135） 8 7 6 711 4 3 1

Ⅰ高 （Ml13） 9 18 12 48 9 4 2

J高 （F128） 2 12 7 75、 2 2

K 高 （F149） 5 11 5 70 6 2 2

244
L高（M138FlO6） 7 16 11 58 5 3

249
M高（M127F122） 5 12 10 63 6 2 1

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

428
高1（M166F262） 6 15 9 6且 6 3 0

418
高2（M163F255） 8 11 9 65 4 3 0

430
高3（M177F253） 6 8 9 68 5 2 1

男 （506） 10 14 11 52 8 4 1

女 （770） 5 9 8 73 3 2 1

1727
絵食計（M957F770） 8

10い1
62 5 3 1

－ 93 －



〔33〕母親が外に職を持ち働きに行くことについて、あなたはどう思い資すか。あなたの考えに

あっとあ近いものを一つ選んで下さい。

1．家庭で子どもを育てたり，家事をすることが，母親の仕事なので，外に出て働くべきではない。

2．家庭ほ家族にとって大切な生活の場なので，家庭を守るために家にいた方がよい。

3．経済的に必要ならばやむをえないが，できれば家にいた方がよい。

4．経済的に必要ならば，家庭の仕事ほ子どもたちで手助けするので，働きにいった方がよい。

5．母親が希望するなら反対ほしないが，家庭の事もきちんとやってはしい。

6．母親が希望するなら反対しない。家庭の事ほ子どもが手助けする。

7．母親も仕事をもって，自分でも，生活できる力をもつべきである。

8．わからない。

No．33 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 10 13 54 3 13 5 2 1

中2（Ml17） 25 9 36 2 12 8 3 5

中3（Ml18） 22 12
‡35

5 12 9 5

252
A中（M170F′82） 11 10 44 5 11 8 4 4 2

239
B中（M125Fl14） 13 7 38 3 13 ：L4 2 8 1

119
C中（M63F56） 9 4 41 4 13 且2 8 8

237
D中（M81F156） 15 9 35 5 17 7 5 4 3

E中 …宕冒2。）8 16 28 4 16 二LO 8 10 1

240
F中（Ml16F124） 7 15 35 8 16 8 8 3

協
カ
校

引
男

ノ姦き

407
中1（M189F218） 10 11 37 4 17 且2 4 5 1

400
中2（M186F214） 13 11 38 6 12 7 6 7 2

401
中3（M180F221） 10 10 38 6 14 10 6 5 1

男 （555） ユ5 ま2 3∠皇 4 14 7 5 8
少1

女 （653） 8 9 40 6 15 12 5 4 1

1563
総合計（M910F653） 13 8 39 5 14 9 4 5 1

ー 94 －



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

き絢
r＝：I

同

高1（M159） 12 10 36 3 24 5 6 4 1

高2（M143） 13 10 36 1 18 6 8 6

高3（M149） 8 7 34 4 23 11 11 2

G 高 （F130） 2 3 28 2 18 18 25 3 1

263
H高（M128F135） 5 8 40 6 18 10 10 2 1

Ⅰ高 （Ml13） 17 9 44 5 12 6 4 3

J高 （F128） 4 6 47 9 13 9 10 2 1

K 高 （F149） 2 5 38 7 22 13 10 1 1

244
L高（M138FlO6） 10 5 51 5 11 10 7 1

249
M高（M127F122） 6 8 54 6 11 9 6 0

協
カ
校
○

学
年
別
○

男

、女
別

428
高1（M166F262） 11 8 44 6 15 10 8 2 1

418
高2（M163F255） 7 6 44 6 12 12 9 2 0

430
高3（M177F253） 7 5 45 4 17 10 11 1 0

男 （506） 12 7 48 6 14 7 4 2 0

女 （770） 2 6 42 6 15 13 14 1 0

1727
総▼合計（M957F770） 8 7 42 5 17 10 9 2 0

〟
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－



〔34〕大企業は製品に高い健だんをつけて大もうけをしているといわれることがあり富す。この

ことについて、あなたの考えにあっとあ近いあのを一つ選んで下さい。

そん

1．大企業が高い値だんで大もうけをする分だけ消費者ほ損をさせられているのだから，値だんを下

げさせて，ふつうのもうけくらいにおさえたはうがよい。

2．大企業が大もうけをするのをおさえると，日本の企業だけ小型になって，世界の競争でおくれを

とるから，消費者は多少の損をがまんすべきだと思う。

3．大企業が高い値だんで大もうけをするのをおさえたりすると，かえって景気が悪くなって，国民

の生活も苦しくなるから，そのままにしておくはうがよい。

4．大企業が高い値だんで大もうけをするのほ，日本のような競争の社会では，当然のことだと思う。

5．大企業ほ高い値だんで大もうけをしているとは思わない。 6．わからない。

No．34 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 57 3 8 8 12 且1 3

中2（Ml17） 46 4 6 16 9 18

中3（Ml18） 32 8 7 21 10 14 2

252
A中（M170F82） 42 6 9 13 6、 21 2

239
B中（M125Fl14） 44 4 7 4 4 34 3

1i9
C中（M63F56） 38 3 10 8 3 38 1

237
D中（M81F156） 35 4 9 11 6 31 4

E中 …書冒2。）43 5 4 5 3 34 5

240
F中（Ml16F124） 53 7 7 7 5 21 1

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 44 4 9 7 4 30 2

400
中2（M186F214） 44 6 8 6 5 28 5

401
中3（M180F221） 41 5 7 11 6 27 2

男 （555） 42 6 11 11 5 23 2

女 （653） 44 4 5 6 5 33 3

1563
総合計（M910F653） 44 5 8 10 6 25 3

叫96－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
臼

同

高1（M159） 45 4 8 写3 7 12 1

高2（M143） 37 7 6 21 9 18 1

高3（M149） 52 5 8 17 5 13 1

G 高 （F130） 38 5 4 16 18 18 2

263
H高（M128F135） 35 4 8 116 9 27 1

Ⅰ高 （Ml13） 45 4 4 11 15 19 2

J高 （F128） 50 5 8 13 3 20 2

K 高 （F149） 45 3 7 21 2 19 2

244
L高（M138FlO6） 41 4 7 18 9 20 1

249
M高（M127F122） 51 3 6 16 4 19 1

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 47 4 6 14 6 21 2

418
高2（M163F255） 44 4 6 13 9 23 1

430
高3（M177F253） 38 3 8 22 10 18 1

男 （506） 45 5 7 16 9 1、7 1

女 （770） 42 3 6 16 8 23 1

1727
総冶計（M957F770） 44 4 7 17 8 19 1

ー 97 －



〔35〕あなたは、今の政治のどのような点に問題を感じて屯、富すか。あなたの考えにもっとも近

いあのを一つ遜んで下さい。

ぎせい・

・1．今の政治ほ，財界中心で，国民を犠牲にしている。

2．お役人が，国民の声を無視して，政治を動かしている。

3．政府が，アメリカのいいなりになりすぎている。

4．労働組合や農協の圧力で政治がかきまわされている。

5．革新的な野党が無力なので，変革の期待がもてない。

6．国民の大多数ほ，民主主義をになうだけの力を身につけていない。

7．民主主義という政治のしかたでほ，政治がよくなるとほ思えない。

8．問題を感じている人もいるようだが，自分としてほ感じない。

9・そ の 他。

0．わからない。

No．35 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 8 29 23 4 9 4 7 8 8

中2（Ml17） 11 25 21 4 9 7 4 4 7 7 1

中3（Ml18） 14 30 20 2 7 11 3 3 3 7 2

252
A中（M170F82） 14 19 23 1 6 2 1 5 9 19 1

239
B中（M125Fl14） 10 20 19 2 2 2 3 3 5 33 3

1i9
C中（M63F56） 11 21 19 1 3 3 3 6 9 24

237
D中（M81F156） 9 14 14 3 5 3 1 7 11 30 4

E中 …喜冒2。）8 20 13 2 2 2 2 6 5 37 5

240
F中（Ml16F124） 15 13 8 5 4 7 5 10 7 26

協

力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 9 16 17 3 3 2 3 8 9 26 1

400
中2（M186F214） 14 15 14 3 4 3 2 7 8 28 3

401
中3（M180F221） 11 21 16 2 4 4 2 4 6 26 2

男 （555） 12 19 19 3 6 3 3 6 7 20 2

女 （653） 11 16 13 2 2 4 2 6 8 33 2

1563
総合計（M910F653） 11 20 17 3 5 4 2 6 7 23 2

ー98－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

人プr

訊

駒

口

r司

高1（M159） 21 19 21 6 8 9 5 4 5 1

高2（Mi43） 27 17 13 4 ユ2 ユ2 3 6 3 3 1

高3（M149） 15 16 23 2 19 15 3 2 4 2

G 高 （F130） 11 22 17 4 14 14 2 4 8 4 2

263
H高（M128F135） 14 25 16 2 8 11 2 4 6 10 1

Ⅰ高 （Ml13） 22 37 8 2 6 1 2 8 4 10 1

J高 （F128） 19 34 5 2 6 6 2 5 4 18

K 高 （F149） 18 26 10 1 4 5 1 17 4 12 1

244
L高、（M138FlO6） 19 28 14 1 5 10 2 8 5 9

249
M高（M127F122） 23 36 14 0 6 2 1 2 2 13

協
力
校
○

学

年
別
○

男
女
別

428
高ユ（M166F262） 1ま 27 16 ユ 5 9 2 7 7 ユ4 1

418
高2（M163F255） 21 27 11 1 6 7 1 8 4 13 1

430
高3（Mi77F253） 23 34 11 1 9 6 1 4 4 6 0

男 （506） 22 32 13 2 7 7 2 5 3 8 0

女 （770） 16 28 13 1 7 8 1 7 6 13 1

1727
総▼合計（M957F770） 19 26 14 2 8 9 2 6 4 9 1

一99
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〔36〕新開、テレビなどのマスコミについて、あなたはどんなことを感じてい富すか。つぎの申

からあなたの気特にあっとも近いあのを一つ選んで下さい。

いじ

1．人々の欲望をかりたてたり，それを利用する傾向があり，社会の現状を維持する役割をほたして

いる。
たいiまい

2．退廃的で人々の生活に悪い影響を与えている。

3．新しい文化教養を高めるのに役立っている。

4．政府に好意的な傾向がある。

5，反政府的な傾向が強い。

6．公正中立の立場に立っている。

7．そ の 他。

8．わからない。

No．36 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 21 8 8 3 9 9 24 15 2

中2（M＝7） 15 ユ8 10 3 ユ2 13 12 15 2

中3（Ml18） 29 19 14 3 5 5 11 12 2

252
A中（M170F82） 17 23 13 4 5 4 13 19 2

239
B中（M125Fl14） 15 ユ5 13 4 4 4 11 31 4

119
C中（M63F56） 13 13 11 2 3 8 16 33 2

237
D中（M81F156） 21 11 9 2 2 3 18 28 6

E中 三書冒2。）19 17 5 2 4 4 8 36 6

240
F中（Ml16F124） 16 15 15 5 5 5 14 23 2

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 12 17 11 3 5 3 15 31 3

400
中2（M186F214） ユ9 14 ユ2 4 3 5 12 27 6

401
中3（M180F221） 21 17 13 3 4 5 14 23 2

男 （555） 16 18 14 5 5 5 13 22 3

女 （653） 18 14 10 3 3 3 14 32 4

1563
総合計（M910F653） 18 16 11 3 5 5 14 24 3

－100－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
r：コ

l司

高1（M159） 14 25 10 5 7 8 18 12 2

高2（M143） 27 25 8 9 9 13 8 1

高3（M149） 24 21 9 7 8 3 25 3

G 高 （F130） 30 17 7 4 8 26 8 1

263
H高（M128F135） 27 15 10 3 2 5 22 16 2

Ⅰ高 （Ml13） 24 18 15 4 5 5 13 14 1

J高 （F128） 30 9 13 2 5 2 16 23 1

K 高 （F149） 28 12 15 2 3 5 14 17 3

244
L高（M138FlO6） 30 14 17 1 2 5 19 11

249
M高（M127F122） 25 17 18 3 3 3 14 18

協
力
校
○

学
年

別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 22 15 13 2 4 5 21 18 1

418
高2（M163F255） 28 15 13′ 3 3 6 16 17 1

430
高3（M177F253） 33 14 16 2 3 3 16 10 1

男 （506） 26 18 17 3 3 3 16 13 1

女’（770） 29 13 11 2 3 5 19 17 1

1727
絵食計（M957F770） 26 17 13 3 4 4 18 13 1

－101－



〔37〕戦前のドイツや日本では、民主主義と富っこうから対立する政治が行あれ富Lた。もし、

そのような時代が再びやってきたらあなたはどうし資すか。

あなたの気特にもっとも近いものを一つだけ選んで下さい。

1．いまのような民主主義の世の中では，そのようなことが再びやってくるとほ考えられない。

2．そのような時代がやってきたとしても，国民の大部分にとって大した意味ほもたないと思う。

3．そのようなことが身近かで起れば，抵抗する人たちになんらかの協力をしたい。
ゆうかん ぎせい

4．抵抗することほ勇敢だとほ思うが，自分を犠牲にするような危険な行動はとれない。

5．民主主義の伝統の弱い日本でほ，どんな抵抗も結局おしつぶされてしまうと思う。

6．いまの時代に必要なことほ優れた人による指導だと思う。

7．社会主義になるより，そういう時代のはうがまだましだと思う。

8．そ の 他。

9．わからない。

No．37 （％）

〈中 学 校〉 1
、2

3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

的

中

中1（M120） 16 5 51 8 3 7 3 4 3 1

中2（Ml17） 19 2 36 15 4 9 3 3 8

中3（Ml18） 9 5 40 21 8 4 1 5 4 3

252
A中（M170F82） 16 6 29 6 5 11 2 6 16 2

239
B中（M125Fl14） 8 3 23 5 9 8 3 7 31 3

1ユ9
Cノ中（M63F56） 9 5 25 6 7 6 5 7 29 2

237
D中（M81F156） 9 5 24 7 6 9 5 6 27 3

E中 …喜冒2。，15 8 21 2 4 5 2 1 41 3

240
F中（Ml16F124） 16 5 17 8 9 10 3 8 23

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 13 5 24 7 8 9 3 7 24 2

400
中2（M186F214） 11 5 21 5 7 9 4 6 29 4

401
中3（M180F221） 13 5 25 6 6 9 2 6 26 1

2男 （555） 13 4 26 8 8 9 4 6 20

女 （653） 12 6 21 4 6 8 3 6 31 2

1563
総合計（M910F653） 13 5 28 8 6 8 3 6 21 2

ー102－



（t％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

口

l可

高i（M159） 10 2 39 17 7 5 5 8 6 1

高2（M143） 15 7 41 10 8 5 3 7 3 1

高3（M149） 5 3 44 15 11 6 3 8 5

G 高 （F130） 18 5 35 12 8 6 7 9 1

263
日高（M128F135） 14 5 36 7 6 10 2 6 14 0

Ⅰ高 （Ml13） 19 11 27 9 6 9 2 4 15

J高 （F128） 14 6 27 3 9 10 1 5 23 2

K 高 （F149） 19 4 23 11 7 7 3 5 19 2

244
L高（M138FlO6） 17 4 40 9 6 9 2 4 9 1

249
M高（M127F122）

．8
3 36 7 11董

！11
2 4 19 0

協

力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

428
削（M166F262） 11 4 33 7 10 8 2 6 18 1

418
高2（M163F255） 15 ′5 34 8 6 10 2 4 15 1

430
高3（M177F253） 18 5 33 10 7 10 1 4 12 1

男 （506）
15 6 38 7 7 10 2 4 11 0

女 （770） 15 4 31 9 8

】

9 1 5 17 1

1727
給食計（M957F770） 13 5 35 10 8 8 2 6 12 1

－103－



〔38〕日本の法律には、規子はやしないあう義務があると定められてい富す。あなたは、年老い

た自分の親の老後の生活保障をどのようにしたらよいと考え富すか。あなたの考えにもっ

とも近いあのを一つ選んで下さい。

1．親と同居して，どんなことをしてでもやしなう。

2．同居ほしないが，自分の生活力に応じて親をやしなう。
ちよちく

3．仕事についたり，貯蓄をしておくなど，親自身が努力してはしい。
ろうれい

4・親ほ保険料を徴集されているし，老齢年金などの社会保障で生活ができるようにしてもら権利が

ある。

5．そ の 他。

6．わからない。

No．38 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 30 42 1 8 6 12 2

中2（Ml17） 32 34 9 6 8 10 2

中3（Ml18） 31 41 8 5 6 8 1

252
A中（M170F82） 40 37 2 6 4 9 2

239
B中（M125Fl14） 38 32 5 4 5 ユ4 2

119
C中（M63F56） 24 50 1 7 7 ユ1 1

237
D中（M81F156） 34 41 3 4 5 8 4

E中 …宕冒2。，33 37 2 8 4 ユ5 3

240
F中（Ml16F124） 38 39 4 7 7 5

協
力
校
○

学
年
別
●

男
女
別

407
中1（M189F218） 36 39 2 4 5 10 2

400
中2（M186F214） 36 34 4 6 5 且3 3

401
中3（M180F221） 35 43 3 6 6 7 0

男 （555） 36 34 5 7 6 11 2

女 （653） 35 43 1 4 5 9 2

1563
総合計（M910F653） 34 39 4 6 6 10 2

－104－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
仁二）

同

高1（M159） 25 39 8 8 9 11 1

高2（M143） 24 37 13 10 8 8

高3（M149） 21 40 13 7 9 10

G 高 （F130） 22 43 12 8 11 2 2

263
H高（M128F135） 22 46 6 9 7 9 2

Ⅰ高 （Ml13） 24 47 8 4 4 12 1

J高 （F128） 27 53 3 7 2 6 2

K 高 （F149） 32 54 4 5 3 2 1ト

244
L高（M138FiO6） 38 40 4 5 5 7 1

249
M高（M127F122） 35 45 2 4 8 7

協
力
校
○

学
年

別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 31 45 2 7 7 8 1

4■18
高2（M163F255） 29 45 7 5 7 7 1

430
高3（M177F253） 29 48 6 6 5 5 1

男 （506） 31 40 6 6 6 10 1

女 （770） 28 50 5 6 6 4 1

1727
総食計（M957F770） 28 38 7 6 7 7 1

一105
】



〔39〕あなたが将来、年をとったとき、老後の生活保障はどのようであればよいと考え富すか。

あなたの考えにもっとあ近いものを一つ選んで下さい。

1．こどもたちにやしなってもらう。

2．こどもたちの生活力に応じてやしなってもらう0

3．仕事についたり，貯蓄をしておくなど，自分自身の努力で生きていく。

4．老齢年金などの社会保障で生活できるような世の中であってはしい。

5．そ の 他。

6．わからない。

No．39 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

中

中1（M120） 9 22 23 27 7 10 3

中2（Ml17） 4 15 43 23 4 10 1

中3（Ml18） 8 19 32 27 5 8 1

252
A中（M170F82） 10 23 25 31 2 10 0

239
B中（M125Fl14） 10 23 22 22 2 18 3

119
C中（M63F56） 3 17 32 25 8 11 3

237
D中（M81F156） 11 22 26 27 4 8 3

E中 三喜冒2。）13
，23

23 18 3 18 2

240
F中（Ml16F124） 13 27 18 29 5 8

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 12 24 22 25 5 10 1

400
中2（M186F214） 10 21 20 28 2 16 4

401
中3（M180F221） 9 23 28 26 3 9 1

男 （555） 13 21 23 27 3 11 2

女 （653） 8 24 24 25 4 12 2

1563
総合計（M910F653） 10 22 26 26 4 11 1

ー106－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

r＝I

r司

高1（M159） 9 13 41 21 5 10 1

高2（M143） 8 8 50 15 10 9 1

高3（M149） 4 7 58 19 3 7 1

G 高 （F130） 2 8 59 21 6 3 2

263
H高（M128F135） 2 9 38 313 7 9 1

Ⅰ高 （Ml13） 8 18 27 26 7 10 2

J高 （F128） 7

13妻40
27 2 9 2

K 高 （F149） 3

15妻42
30 3 5 1

244
L高（Mユ38FlO6） 13

18警31
26 3 9

249
M高（M127F122） 8 24 24 33 4 8 0

協
力
校
○

学
年
別

男
女
別

428
高1（M166F262） 9 16 29 31 6 8 1

418
高2（M163F255） 5 15 39 29 4 8 1

430
高3（M177F253） 5 15 40 27 4 8 1

男 （506） 9 17 27 32 6 9 1

女 （770） 4 】，4 42 27 4 7 1

1727
絵食計（M957F770） 6 14 39 26 5 8 1

ー107叫



クロス集計 No．38－No．39

〈高校〉

〔38〕日本の法律には′親子はやしないあう義務があると定められています。あなたは，年老い

た自分の親の老後の生活保障をどのようにしたらよいと考えますか。あなたの考えにもっ

とも近いものを一つ選んで下さい。

1．親と同居してどんなことをしてでもやしなう。

2．同居ほしないが，自分の生活力に応じて親をやしなう0
ちよちく

3．仕事についたり，貯蓄をしておくなど，親自身が努力してほしい0
ろうれい

4．親は保険料を徴収されているし，老齢年金などの社会保障で生活ができるようにしてもらう権利

がある。

5．その他。 6．わからない。

〔39〕あなたが将来′ 年をとったとき，老後の生活保障はどのようであればよいと考えますか0

あなたの考えにもっとも近いものを一つ選んで下さい。

1．こどもたちにやしなってもらう。

2．こどもたちの生活力に応じてやしなってもらう。

3．仕事についたり，貯蓄をしておくなど，自分自身の努力で生きていく。

4．老齢年金などの社会保障で生活できるような世の中であってほしい。

5．その他。 6 わからない。
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No．4－No．8

〈中学校〉

〔4～5〕 今日の日本が解決をせまられている開港はなんでしょうかょあなたの考えにもっとも

近いものを，つぎの4群から一つ，5群から一つ選んで下さい。

4群 1．貧富の差が大きいこと。

2．受験競争がほげしく，教育がゆがめられていること。

3．人口が多く，資源。エネルギーが乏しいこと。

4．軍備。防衛力が増強されていること。

5．人権が守られていないこと。

6．政治が乱れていること。

7．生活しにくいこと。

8．その他。 9．わからない。

〔8～16〕 つぎのそれぞれの意見について

「まったく賛成」の人は1． 「どちらかといえば賛成」 の人ほ2．

ほ3． 「どちらかといえば反対」の人ほ4． 「まったく反対」

ほ6． と回答して下さい。

〔8〕現在の日本は平和である。

∩）
N

21 3 Sヰ ウ

「どちらとも えない」の人

の人ほ5． 「わからない」の人
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〔40〕不況のためあなたのお父さんが、仕事につけなくなったり、賃金を切り下げることなどを

言い渡された時に、あなたはお父さんが、どのような態度をとることに賛成Lま■すか。つ

ぎの申からあなたの考えにもっとあ近いあのを一つ選んで下さい。

た

1・会社の将来のために，一時的な不利益にほ耐え，会社のやり方を支持する。

2・生活の安定を失うわけにほいかないので，黙って働き続ける。
ざせい

3・働く老を犠牲にするのほ，もうけのために企業がよくやる手段なので，団体交渉やストライキで，

会社のやり方に反対する行動にでる。

4・一時的な不利益は耐えなければならないが，会社のやり方に対する批判の気持だ桝ま失わない。

5．そ の 他。

6．わからない。

No．40 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 8 7 22 43 8 9 3

中2（M＝7） 9 19 22 28 8 13 1

中3（M＝8） 13 13 21 30 8 15 1

252
A中（M170F82） 9 14 17 25 14 19 2

239
B中（M125Fl14） 4 13 20 19 10 31 3

119
C中（M63F56） 14 7‘ 18 24 5 30 2

237
Dヰ（M81F156） 15 5 15 22 9 27 6

E中 三書写2。）8 13 15 13 4 43 3

240
F中（Ml16F124） 11 10 15 23 8 32 1

協
力
校
1事

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218）

11 10 20 24 10 23 2

400
中2（M186F2糊 10 12 14 17 9 33 5

401
中3（M180F221） 9 10 16 24 8 32 2

男 （555） 10 10 22 23 9 23 2

女 （653） 9 11 12 20 9 34

‡

4

1563
総合計（M9iOF653） 10 11 18 24 9 25 3

ー110－



（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒

l＝コ

同

高1（M159） 7 8 18 37 7 21 1

高2（M143） 7 9 24 33 12 13 1

高3（M149） 7 9 19 42 12 11

G 高 （F130） 3 12 21 36 13 15

263
H高（M128F135） 9 11 17 313 11 18 2

三 高 （Ml13） 10 12 19 27 9 22

J高 （F128） 9 9 22 31 6 18 5

K 高 （F149） 14 14 13 30 11 15 3

244
L高（M138FlO6） 8 14 23 31 5 17 1

249
M高（M127F122） 11 10 25 33 4 16 1

協
力

校
○

学
年

別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 10 11 18 29 9 22 1

418
高2（M163F255） 10 13 20 30 8 17 2

430
高3（M177F253） 8 10 23 37 8 13 1

男 （506） 8 11 25 28 8 18 1

女 （770） 10 12 17 34王 8 17 1

1727
総・合計（M957F770） 9 11 20 33 10 16 1

－1ヱ1－



〔41〕このごろの日本の固の支出は、社会保障や教育などの費用をはじめとして、全体にのびな

やんでい資すが、その中で防衛費だけがふえている点が目立ち資す。このことについて、

あなたの考えにもっとも近いあのを一つ選んで下さい。

せ

1．日本ほ攻めるだけでほなく，守るために防衛費をふやしているのだから，世界の軍事対立をはげ

しくさせるといった心配ほいらない。

2．日本ほ経済大国だから，西側の一員として，それにふさわしい防衛費の分担をすべきだと思う。

3．加工貿易型の日本にとって，輸送ラインほなんとしても守らねばならないから，防衛費ほふやし

たほうがよい。

4．日本の防衛費の割合ほ他の国のそれより少ないのだから，他国なみにしても，とくに問題とする

にほあたらない。

No．41 （％）

〈中 学 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

約

中

中1（M120） 7 8 3 3 6 43 20 9 2

中2（M‖7） 10 7 3 4 42 20 8 7

中3（Ml18） 8 3 4 8 3、 42 15 10 5

252
A中（M170F82） 12 11 7 6 4 19 19 19 3

239
B中（M125Fl14） 8 8 3 4 4 23 10 35 5

119
C中（M63F56） 13 3 4 8 2 23 14 31 2

237
D中（M81F156） 11 8 5 3 5 ユ7 14 31 7

E中 …宕冒2。）3 8 1 5 3 二L3 13 48 8

240
F中（Ml16F124） 11 9 10 3 5 13 12 34 3

協
力
校
○

学
年
別
○

男
女
別

407
中1（M189F218） 13 9

‡

4 4 6 16 14 31 3

400
中2（M186F214） 10 7 8 5 2 ユ4 14 34 7

401
中3（M180F221） 7 9 5 3 3 25 13 30 4

男 （555） 13 9 8 5 5 22 13 22 3

女 （653） 7 8 3 4 3 15 14 40 6

1563
総合計（M910F653） 10 8 5 4 4 24 15 26 5

－112－



ざせい

5・日本ほアメリカに守ってもらっているのだから，国民に多少の犠牲が及んでも，がまんして，安

保条約を守ってアメリカに協力しなければいけない。

6・アメリカのいいなりになって，国民を犠牲にするような支出のしかたほよくないから，軍備拡張

を約束した安保条約をなくしたはうがよい。

7．そ の 他。

8．わからない。

（％）

〈高 校〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B

筑

駒
P

r司

高1（M159） 4 6 3 3 6 52 13 9 5

高2（M143） 7 10 3 4 3 41 18 8 7

高3（M149） 3 8 3 3 1 49 2畠 7 3

G 高 （F130） 6 9 12 1 34 27 11 1

263
H高（Mi28F135） 7 6 5 5 3 32 22 18 2

Ⅰ高 （Ml13） 17 10 3 7 5 26 16 14 3

J高 （F128） 12 8 4 2 2 24 19 24 5

K 高 （F149） 15 9 3 8 4 15 16 23 6

244
L高（M138FiO6） 12 10 5 7 4 27 20 16 1

249
M高（M127F122） 9 13 5 3 4 24 16 24 2

協
力
校
、○

学
年
別
○

男
女
別

428
高1（M166F262） 9 10 4 6 5 24 22 20 1

4ユ8
高2（M163F255） 13 10 4 4 3 25 18 21 3

430
高3（M177F253） 10 9 4 7 3 30 18 16 3

男 （506） 12 11 6 6 4 26 19 13 2

女 （770） 10 8 2 5 3 26 20 23 3

1727
総冶計（M957F770） 9 9 3 5 3 32 19 16 3

〟113〟



5．分析と考察

〔り 社会科学習の理由。目的一申。高

中学生が社会科を学ぷ理由としては，（5）「社会の理解」24％が（2）「社会科の存在」18％ととも

に最も大きな数値を示しており，はとんどの学校でほ（5）ほ（2）を上回ぁるか，また同数値を示して

いる。また，（3）「興味。関心」，（4）「教養」，（5）及び（6）「社会建設」の諸理由を＜積極的理由＞，（1）

「受験」，（2），（8）「無関心」を＜消極的理由＞とするならば，その比率ほ54％と41％である。この

中で，社会科教育の目的として最も蛮ノ如ミおかれるべき（6）「社会建設」ほ7％と最低値を示して

いる。

高校生の場合，（2）と（5）ほ逆転して23％と20％である。また＜積極的理由＞50％に対し＜消極的

理由＞ほ46％と，両者がはぼ均衡に達している。（6）については3％とさらに減少懐向にある。中

。高を通じて（1）「受験」ほ7％と予想外に小さな数値であるが，多分に（2）「社会科の存在」に吸収

された結果かとも思われる。

〔2〕現在の大人の生き方と〔3〕将来の自分の生き方叩ゆ

中学生のとらえた大人の生き方ほ，（1），（2）及び（3）を＜消極的生き方＞，（4），（5）及び（6）を＜積極

的生き方＞と概括した場合，57％対17％という数値で示されている。これを将来の自分の生き方

として認識する場合，その数値ほともに39％となっている。〔2〕。〔3〕の対比において著るしい傾

向ほ，（4汀積極的な社会建設」が8％から24％へと3倍に増加するのに対して，（3）「現状順応」

が31％から16％へと半減している点であろう。また前問の選択肢（6）「社会建設」7％と〔3〕（4）の

24％ほ矛盾であり，〔3〕（4）における建前的な回答をうかがぁせる。

〔2〕現在の自分の生き方と〔3〕将来の自分の生き方仙高

現在の＜消極的生き方＞74％に対し，＜積極的生き方＞の数億はわずかに11％。これが将来の

生き方となる46％対42％と変化するが，やほり前問（6）の数値3％と関連させてみると，中学生の

場合以上の大きな矛盾が出ている

〔4～5〕 今日の日本の課題一率

〔4〕でほ（3）「人口。資源。エネルギー」33％，（4）「軍備。防衛」20％，（2）「受験」15％，（6）「政

治の乱れ」13％，〔5〕でほ「公害。環境破壊」34％，（2）「青少年の非行」23％，（4）「国際協調」11

％が，10％以上の数値を示した。避に〔4〕の（1）「貧富の差」，（5）「人権」，（7）「生活困難」，〔5〕の（1）

「インフレ。不況」，（6）「選挙」などが5％以下である。

なお〔4〕～〔8〕の各設問についてほ，中。高とも学校差が大きいと同時に，回答の方法，選択肢

について再考すべき点が多い。

〔4～5〕今日の日本の課題叫高

〔4〕でほ（6）「エネルギー。資源」31％，（7）「安保魯軍備。防衛」30％，（2）「老人」12％，（9）「汚

職。政治腐敗」10％，〔5〕でほ（6）「公害。環境破壊」25％，（7）「他国との協調」21％，（2）「社会福

祉」12％，（4）「青少年の非行」11％が10％以上の回答0逆に〔4〕の（1）「貧富の差」，（3）「巨大企業」，
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（4）「受験戦争」，（8）「人権侵害」，〔5〕の（1）「労資の対立」，（9）「選挙制度」が5％以下であった。

〔6～7〕 今日の世界の課題一申

〔6〕でほ（6）「核。軍縮」33％，（2）「食糧」22％，（5）「エネルギー。資源」19％，〔7〕でほ（3）「米

ソの対立」24％，（5）「公害。環境破壊」21％，（2）「人口」14％などが10％以上，遵に〔6〕の（3）「南

北問題」，（4）「巨大企業」，（7）「民族。国家の対立」，〔7〕の（1）「自由の抑圧」，（4）「貿易」，（7汀宗教

の対立」などが5％以下の数値を示した。

〔6～7〕 今日の世界の課題一高

〔6〕でほ（6）「核。軍縮」が57％と圧倒的に多く，次いで（5）「エネルギー。資源」17％，〔7〕では

（3）「米ソ対立」25％，（2）「人口」及び（5）「公害。環境破壊」が各18％，（4）「貿易」10％が目立った

ところ。逆に5％以下と数値が低いところほ〔6〕の（1）「人種差別」，（3）「南北問題」，（4）「多国籍

企業」，（7）「民族対立」，（8）「経済的拡差」，〔7〕の（1）「自由の抑圧」，（6）「大国の小国支配」，（7）「宗

教対立」，（8）「新植民地立義」などである。

〔8～9〕 現在の日本と世界の状況一申ゆ高

「現在の日本を平和」とする（1）＋（2）の数値ほ，中学生が56％，高校生が65％であるのに対し，

「現在の日本ほ平和でない」とする（4）＋（5）の数値は16％と13％である。また（3）「どちらともいえ

ない」のが24％と21％で，結構大きい数値である。

山方，「現在の世界ほ平和」とみる（1）＋（2）の数値ほ，中学生が8％，高校生が9％，そうでな

いとする数値（4）＋（5）ほ62％と56％，（3）「どちらでもない」のが26％と23％。日本。世界ともに「ど

ちらでもない」数値の増加を含めて，平和的状況の崩壊を，漠然とながらでも感じ取っているこ

とがうかがえる。

〔10〕 構造的暴力ー申。高

J。ガルトゥングの言う構造的暴力わ認識がどの程度のものであるかを示そうとしたもの。こ

の数値と〔8〕及び〔9〕の数値との間に出てくる矛盾を通して，いわゆる＜消極的平和＞と＜積極

的平和＞に関する認識を高めていこうとするのが本間の目的である。

数値の矛盾ほ，中学生の場合，「日本ほ平和でない」とした16％，「世界ほ平和でない」とした

62％に対して，ここに構造的暴力の考え方を示したことによって，77％が「平和でない」と答え

ざるを得なくなっている。高校生の場合でも同様で，13タ‘と56％であったものが，ここでは81％

と上昇する。「平和とほ何か」という概念を再検討する上で重要な数値といえる。

〔11〕 徴兵制の是非一申◎高

教兵制を肯定する数値（1）十（2）ほ中。高ともに9％，否定する数値（4）十（5）ほそれぞれ68％と71％

である。

〔12〕 防衛費亀担増の是非一申。高

防衛費の増大，福祉。文教予算の減少を骨定する数値（1）＋（2）ほ，中学生10％，高校生7％，否

定する数値（4）＋（5）ほそれぞれ66％，76％で，いずれも前問との相関が大きい。
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〔13〕通常戦争の是非一申◎高

核兵器不使用のいわゆる通常戦争を肯定する数値（1）＋（2）ほ中学生9％，高校生8％，否定する

数値（4）＋（5）ほそれぞれ73％，78％である。

〔14〕 核の平和利用

肯定する数値（1）＋（2）ほ中学生54％，高校生66％，否定する数値（4）＋（5）ほそれぞれ15％，11％で

ある。（3）「どちらともいえない」二数値がそれぞれ20％と18％を占めるものの，核の平和利用を肯

定する数値が過半数を超したことが，今回の調査の大きな変化であり，今後，核の平和利用肯定の

論理を分析する必要がある。

〔15〕 平和療法

日本国憲法の平和条項を誇りとする数値（1）＋（2）ほ，中学生56％，高校生58％，否定する数値

（4）＋（5）ほ，ともに13％。（3）「どちらともいえない」数値が20％，23％を占めていることと並んで，

肯定派の減少が目立ちつつある。

〔16〕 日本の右傾すと（保守化）傾向

右傾化（保守化）傾向の存在を認識する数値（1）＋（2）ほ，中学生24％，高校生41％，認識してい

ない数値（4）＋（5）はそれぞれ9％と7％。（3）「どちらともいえない」数値がそれぞれ23％と27％，

（6）「わからない」数値がそれぞれ43％と26％を占めるが，申。高による認識の差が比較的よく出

いる設問である。

〔17〕 ソ連の軍事的脅威について

前の設問とほ角度を変えて，一般的なことではなく，マスコミ等でこの間騒がれてきた，ソ連

の軍事的脅威といった具体的問題についてどう考えているのか問うてみた。

（1），（2）の好戦的に対応しようと考える生徒は申さ高とも5～6％であり少ない。（3）と（5）を合計

すると中。高ともに5割に達し，多くの生徒が国連への期待，話し合いによる解決を望んでいる。

一方，（6），（7）のように積極的に日本の平和を平和条約等によって確保しようと考える生徒ほ中高

ともに22～2：3％である。全体的として冷静に受けとめていよう。

前回の調査と比較して，（1），（2）の割合ほ半分程度に減っている。前回は‾丁度，マスコミで大々

的に報道されていた時期であり，その影響を強く受けていた為と思われる。

〔て8～23〕 歴史認識について

ここでほ中高とも同一設問により，歴史を見る限が形成されているかどうかを基本的に問う調

査を意図した。

以下，総体的に見てゆくが，先ず〔18〕に於て歴史学習の意義を肯定する層（選択肢4。5）が

35％（中学）から48％（高校）へと伸び，また，判断を控える層（6）が15％（中学）から6％（高

校）へと減少しているところに，中学から高校にかけての認識力の高まりを考えることが可能で

あろう。同様に歴史の発展に対する見方の面で，〔19〕の（3～5）の選択者が37％（中学）から

56％（高校）へと増加しているところに，学年進行に伴なって歴史への省察が深まってゆく傾向

が見てとれよう0また，この点に関してほ，〔19〕の（3～5）を選択した生徒が〔20〕の（1。2）
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を選択する割合がかなり高いことが注目される0（協力校を数校抽出して〔19〕〔20〕をクロス集

計したところでほ，〔19〕の（3～5）を選択した老の60～70％が〔20〕の（1。2）を選択して

おり，両者の相関性が高い）。この部分の生徒ほ全体に占める割合ほそれはど高くほ無いものの

歴史に対する批判的認識力がより深まっている層と考えられるが，同時にそれ以外の生徒ほ歴史

に対する理解が画一的である々と共に意識が末統一の状態にあると言えそうである。〔21〕ほ歴史

の動因についての意識を見たものであるが，英雄などの役割を重視する層が37％（中学）から31

％（高校）へと漸減するところに認識力の広がる可能性を見出しうると共に，高校の段階でも尚

かつ30％が英雄史観的視点を支持しているところに問題点を指摘できよう。歴史に於ける個人の

役割を如何に評価し如何なるものとして位置づけるかほ難しい問題であるが，一般に偉大と評価

される人物も特定の歴史的状況の枠組の中で何らかの歴史的課題を果たすことにより特殊な役割

を演じるにすぎない。謂わば彼等歴史上の人物の意識や行動の大きな部分を規定する状況の歴史

的構造を理解することが重要であり，その上に立って初めて彼等の行為を意義づけることができ

るのであり，高校の30％の層を如何にしてこの点に気づかせ認識を深めさせるかが具体的な授業

構造の中で問われねばなるまい。これに対するひとつの手がかりを得るものとして，従来の文化

遺産の枠組に入らない（授業などで取り上げられることの少ない）生活文化遺産への意識を見よう

としたものが〔23〕であったが，但し選択肢の不適切さから十分な結果を得るにほ至らなかった。

〔22〕ほ過去の戦争に対する基泰的な倫理感を問うたものであるが，「わからない」とする老も

含めて自己弁護型或いは無反省型の思考をする者が中高とも30％程度存在することほ気懸りな

点である。

以上，全体を通観して述べて来たが，本校生計こ関するものとして1点だけ考えてみたい。〔18〕

に於て，中学生に限ってでほあるが，学年進行に伴ない歴史学習の意義を肯定する老が減少し

（61→54→45％），否定する者が増加する（18→20→25％）傾向が見られる。同一年度生を追

跡調査したものでほないので厳密な分析ほできないが，この傾向が，中学1年段階の漠然たる

（無批判たる）歴史理解の次元から，より現実的。具体的理解を優先する方向へと移行している

ことを示すものとほ解せないであろうか。本間の場合，指示文に「現代の社会のさまざまな問題
0 0

を解決する」という表現を使用した点にも問題が存するが，以上のように判断することが可能で

あれは，学年進行と共に現実に引きずられた思考様式をもつようになる生徒に対し，歴史に本来

的に内在する限界を理解させつつも更に一歩踏み込んだ真の歴史認識を如何軒こして形成させるか

というところに，高等学校段階に於ける歴史教育の果たす課題があると言えよう。

現代の社会が過去の様々な社会の発展の上に形成されてきたという事実を通して，現実の社会

事象を歴史的構造をもつものとして把握し理解する能力を養うと共かこ，自己に課せられた歴史的

課題の自覚へと方向づけるのが歴史教育の最大の目的である。その目的が達成されているか否か

ほ素よりこの調査から判断できるところでほない。事実の拠って立つ史的構造を知ることを通し

て，換言すれば事実をより具体的。検証的に知ることを通して，初めて歴史に対する認識ほ深ま

ってゆくのである。その意味で，このような調査と歴史事実の理解度を見る調査とを併用するこ
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とによって，生徒の認識の次元を具体的に把捉することができると言う可きであろう。

〔；賂〕自然災書の社会的側面

この設問の狙いほ，自然に起因する災害の社会的側面をどうとらえているかをみることによっ

て，自然と社会の関わり軒こついての見方。関心を確めようとしたものである。

地震ほ，本来自然現象であるか，人間社会のあり方で災害の姿ほ大きく変る筈である。選択肢

の（1～4）ほ，災害が大きくなる理由を人間社会の過集漬軒こ求める考え方である。この考えを

さらに進めれば，人口の大きさで，災害が規定されるという宿命論に陥いる。工業化，都市の立

体化・巨大化ほ，それを必要とし，可能にした生産力，技術の集積の結果であり，同じ技術。生

産力ほ，予想しうる巨大地震のエネルギーから，人間の生命。財産を守る手段を十分軒こ用意しう

る。しかるに，経済性。政治性から防災対策が十分になされないま普，集積が進められている点

に問題がある。

選択肢（1～3）に対する回答ほ，中。高とも60％に達し，地震に対しては，宿命論に陥り易

すい意識が良く示されている。その中で，（2）に対する気持が，本校の高2。3で激減しているこ

とが目立つ。この設問で，期待したい回答ほ，選択肢（6）に対する支持であるが，全体として，中

学生よりも高校生の方が10％高い回答をしている。とく軒こ本校の高校生が40％近い回答をしてい

ることは，前記，〔2〕に対する支持の激減と合せて，災害の社会的側面に対する見方が高2から急

速に深まっている事実を示している。

〔25〕ゴミ処理と住民エゴの問題

清掃工場の建設という具体的な条件を設定して，住民としてどういう行動をとるかを問う。

自分の区で処理するという考えの老が，40％～50％に達しており健全な考え方が大勢を占めて

いると言えるが，学校差。男女差が大きく，自然破壊になりかねない海への投棄や，少数者の地

域（過疎地域）への犠牲のしわ寄せを支持するものが，各10％もいることほ，大きな問題であろ

う。

〔26〕公共の利益と一部住民の犠牲

新幹線を，迷惑をうける沿線住民という具体的な状況の中で，公共の利益と一部の犠牲をどう

考えるかという設問である。

公共の利益を優先し，一部住民に犠牲を強いる考えが全体で40％もいることは，大変問題であ

る。特に本校の生徒にほ，「補償金で，他の土地へ移れ」という老が多く，金さえ払えば，1一部蔓の

犠牲ほ当然という態度に不安が感じられないだろうか。

「迷惑のかからないように要求すべき」という者ほ，高校生で増加している点ほ評価できるが

学校差も大きい。

〔27〕人口問題一南北の論理

人口問題で，先進国の主張と，発展途上国の主張のどちらを支持するかという問いである。

（1・2・5）ほ先進国の主張であるが，その支持ほ，中学生の44％から，高校生の61％へと急増

しており，途上国の主張を支持するものが，中①高とも24．5％どまりであるのと著しい対照であ
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る。この設問でほ，分らないとするものが，中1と，女生徒に多く，高校生で減少しているが，

理解が進むはど先進国の主張に賛成が集まっている点に留意する必要がある。

〔28〕南北間詫

垂直的分業の中で，工業製品の値上がり，農産物の値下がり㌢こついてどう考えるかという問い

である。選択肢（1～3）が工業国の考え方，（4～7）が発展途上国の主張である。

この間いでも中学生軒こ，わからないという答えが目立ち，高校生では減っている。北の主張を

支持する生徒ほ，中高とも30％で変化に乏しいが，途上国の立場とくに国連による貿易管理が，

高校生で10％近く増加している点と，その選択肢の支持に学校差が大きい点ほ，学習との関わり

の深さを示唆しているのではなかろうか。

〔29．30．3り住みたい国、住みたくない国と理由

国々に対する気持を「住む」という形で問う設問。住みたい国でほ，スイス。アメリカ。フラ

ンスの順で，アメリカほ，中学生よりも高校生，女生徒より男子生徒の比率が高く，スイス，フ

ランスほ，女生徒の支持が高い。本校生徒ほ，高校生のスイス選択が他校軒こ較べ低いことが目立

、つ。

住みにくい国でほ，ソ連。インドや韓国が多いが，ソ連嫌いは，中1と高3で特に高くなると

いう特色を持っている。

住みたくないと考える理由では，中学生がイメージ¢戦争。偏見。自然。自由，高校生ほイメ

ージ。偏見。自由・自然。戦争と順位に多少変動があり，イメージが第一位になる点は，現代っ

子の特色であるが，2位以下ほ微妙に入れ替り，上級生の方が，現実に即した理解をしている点

が指摘できよう。【‾住みにくい」と「理由」の相関では，ソ連と戦争が好きな国ほ中学生で多く，

高校生でほ「自由がない」ことの選択が多い。アメリカについても，中学生ほ，「治安が悪い」

「戦争が好き」「“〈′偏見」が同じであるのに対し，高校生ほ，「治安」「偏見」などに理由が集ま

っていて，認識の段階が「住む」という点で，現実性を深めているといえよう。なお，本校生徒

ほ，この点で，中学生段階から，高校生に似た認識を示している。

〔32〕障害者の労働権について

身体障害者が働こうとすることに対して，どう考えるかを問うている。「国や自治体が身障者

の働ける作業所をひろげるなどの努力をすべきである」という回答がもっとも多く，中学生で4

割強，高校生で6割強みられる。この回答に，「会社などに補助金を出して，身障者がやとって

もらえるようにする」とか「身障者が働かなくても生活できるように社会保障を充実させる」と

かいった回答を合わせると，身障者の働く権利や生存権の保障を国や自治体に求める意識ほ，中

学生の6割強，高校生の8割近くに達している。差別意識を克服する基礎的なカが生徒の心に育

っていること，また，学習によって成長していくことが指摘できる。しかし，身障者の労働権。

生存権の問題でほ，男子生徒の意識が女子より遅れている傾向がみられる。「仕事の能率がさが

るから，民間会社などがやといたがらないのはしかたがない」という回答が中高とも1割未満で

あることほ，生徒の社会認識の健全な発達を示すものと考えられるが，本校など学力水準の高い学
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校の生徒に，この回答が多くみられるのは注目されることである。今後の検討の課題となろう。

〔：氾〕女性の労働について

母親が外に働きに行くことをどう思うか，問うている。「経済的に必要ならはやむをえないが，

できれば家軒こいた方がよい」という回答がもっとも多く，中高とも約4割ある。これに，「家事

は母親の仕事だから，外に出て働くべきでほない」とか「家庭を守るために家㌢こいた方がよい」

とかいった回答を合わせた，甘えん坊型の，母親の自立を認めようとしない立場ほ，中高とも7

割強に達している。「母親が働きたいのなら，家庭の事ほ子どもが手助けする」とか「母親も仕

事をもって，生活できる力をもつべきである」とかいった，母親の自立を承認する回答は，中学

生の1割強，高校生の2割弱しかない。母親の自立を認めることほ，同時に子どもが自分の自立

を決断することであるが，これらの数字ほ，高校生になっても，まだ，多くの老が甘えの構造か

ら脱却できていないことを示している。この問題でも男女の差がみられる。自立を認める老ほ，

中学でほ男12％，女17％，高校でほ男11％，女27％となっており，女子生徒の社会認識の高まり

がみられる。奴隷所有者が奴隷の隷属を当然と見放すのに似て，男子生徒ほ女の自立を理解する

ことができず，また，年令が高くなっても理解する能力が成長していないことを示しているとい

えよう。

〔34〕独占価格について

大企業の独占価格軒こよる大もうけをどう思うか，問うている。「消費者が損をさせられている

のだから，値だんを下げさせてふつうのもうけくらいにおさえたはうがよい」という回答がもっ

とも多く，中高とも4割5分はどある。消費者主権の意識，経済民主主義的な見方が広範かこ潜在

していることを示している。しかし，社会科学習を重ねても，このような見方ほひろ澄っていか

ない。社会科教育のあり方が問われるところである。独占価格の問題をどう考えてよいか「わか

らない」老は，中高とも女子のはうに多い。バ…ゲソ会場をめぎして，なりふりかまわず殺到す

る母親たちの涙含ましい奮闘に，同じ道を辿るほずの娘たちほなにを感じているのだろうか。「わ

からない」という回答ほ，高校でほ中学よりへっている。そのへった分ほ，「大企業が大もうけ

するのほ競争社会でほ当然」という大企業擁護論の増加になっている。生徒ほ，不公正と思いつ

つも大企業の威力に諦めを感じているともみられ，また，財界のマスコミを通ずるイデオPギー

攻撃の前軒こ，社会科教育ほ骨を抜かれているともみられる。いずれにしても，生徒の消費者主権の

意識ほ，社会科教育の影響よりも，大人たちの意識。態度をはとんどそのまま反映しているとい

えよう。

〔35〕日本の現在の政治について

今の政治にどのような問題を感じているのか，問うている。「国民を犠牲にしている」とか「国

民の声を無視している」とか，大国の「いいなりになっている」とかいった，国民主権の形骸化

を感じていて，主権の実際の行使老が官僚。財界。アメリカだと見倣している回答が多く，これ

らを合わせると中学生の5割近く，高校生の6割近くに達している。生徒の半数ほ，政治の建

前的な見方から一歩踏み出した現実的な見方をしていると評価しうる。また，若者たちの政治不
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信が，主権財界。主権官僚。主権アメリカ下の国民不在の政治を感じ取っているところから釆て

いることも指摘できよう。中学では2割を越えていた「わからない」という回答が，高校では1割

弱にへり，この減少したうちの大部分が，上のような現実的な見方の増加㌢こなっており，また，

現実的な見方ほ中1の4割強から高3の7割近くにふえている。国民主権の原理を基準に政治の

現実を裁く見方ほ，年齢とともに成長しているといえよう。前問の消費者主権の意識と同様に，

国民主権の意識の面でも，「わからない」という回答ほ女子生徒に多く，男子に比べた遅れが指摘

できる。

〔3＄〕マスコミについて

マスコミ軒こついて感じていることを問うている。「文化教養を高めるの軒こ役立っている」とか「公

正中立の立場に立っている」とかいった肯定的評価を与える回答ほ，合わせても2割に満たない。

逆軒こ，「退廃的な悪い影響」とか「欲望をかりたてたり，それを利用する」とかいった否定的な評

価が－，中学で3割強，高校で4割強もある。高校でほ，中学の「わからない」という回答がへっ

た分だけ否定的評価がふえている。マスコミのコマーシャリズムの異常さに気付く生徒の感覚ほ，

まだ麻痺していないし，年齢の高まりとともに見抜く力も育っている。欲望をかりたてるだけで

なく，「社会の現状を維持する役割をはたす」という回答ほ，相対的に多い。この生徒たちほ，中

立公正の建前が崩れていることを感じているだけでなく，マスコミが方向性をもっていることを

感じ取っている。その中にほ，革新を抑え，保守軒こ方向づけるという，企業や権力によるマスコ

ミ操作の傾向性をかぎわけている老もあると考えられる。マスコミに対する単なる商業批判は，

中高とも十数％にとどまって変化がない。これに比べ，マスコミのイデオロギー支配をかぎわけ

る潜在的な力ほ，協力校を例にとると，中1の12％から高3の33％へと高まっている。

〔37〕ファシズムについて

ファシズムの時代がやってきたらどうするか，問うている。ファシズムに「抵抗する人たちに

なんらかの協力をしたい」という回答がもっとも多く，中高とも3割みられる。もっとも多い回

答でほあるが，3割という数字ほ民主社会の形成者としてほ，心もとない様相といえよう。ファ

シズムが「やってくるとほ考えられない」とか「国民にとって大した意味ほもたない」とかいっ

た無理解型ほ，中高ともそれぞれ1割ほどあり，合わせれば2割弱になる。「危険な行動ほとれ

ない」とか「抵抗ほおしつぶされてしまう」とかいった諦め型ほ，合わせて1割強ある。「優れ

た人㌢こよる指導」とか「社会主義よりまし」とかいったファシズム待望。肯定型も1割ある。これ

らの無理解型。諦め型。肯定型を合わせると，中高とも4割5分前後になる。戦後世界のファッ

ショ化が国民の気付かぬうちに巧妙にすすめられてきた歴史を考えると，抵抗型3割に対するこ

の4割5分という数字ほ，民主主義の潜在的危磯を意味しているといえないだろうか。しかも，

人権学習や歴史学習が重ねられているほずなのケこ，中1から高3までファシズムに対する意識の

変化がみられない。社会科教育において，人権学習が建前だけで済まされ，歴史的事実と結合さ

れなかったり，歴史学習がファシズムの実態を欠落させてしまっているならば，この事態ほ当然

の帰結ともいえよう。しかし，教育の営みにもかかわらず，その効果を無に帰してしまう民主主
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義の形骸化が根強くすすめられ，保守化の風潮の中で人権意識が休眠をこ向っている背景を無視す

ることほできないだろう。社会科教育の有効性が問い直されている事態といえよう。

〔38…39〕 老人福祉について

〔38〕ほ親の，〔39〕ほ自分の老後の生活保障をどうするか，問うている。親軒こ対する場合，唱

分の生活力に応じて親をやしなう」という回答がもっとも多く，約4割ある。「親と同居してや

しなう」つもりの者が約3割みられる。「親自身の努力」を求めたり，「社会保障」に期待したり

する老ほきわめて少ない。これとほ遵に，自分の場合，「自分自身の努力で生きていく＿jという

回答がもっとも多い。それに次いで，「社会保障の充実」を期待していて，やしなってもらう期

待ほ少ない。親をやしなえない白寒の所得水準を反映していると同時に，親を「どんなことをし

てでもやしなう」気持ちほ弱まっているようである。

〔《）〕働く老の権利について

働く老の権利行使にどの程度共感するか，父親の労働条件悪化に対する対応のしかたを例にし

て，問うている。「一時的な不利益ほ耐えなければならないが，会社のやり方に対する批判の気

持だけほ失わない」という回答がもっとも多く，中学の2割強，高校の3割強もある。理不尽だ

とわかっていても，不利益を黙って受け入れ，言動にあらわさない。憲法の人権感覚とほおよそ

かけ離れた前近代的な意識ほ，まだ根強く尾をひいている。しかも，この封建的な意識ほ高校生

になるとひろまっている。争議権などの労働基漆橡の行使を承認する老ほ，2割程度であり，高

校生になってもふえることほない。日本ほ，男女の賃金格差が世界でもっともひらいている国の

一つであるにもかかわらず，女子生徒の意識の遅れがみられる。欧米先進国とほちがって，日永

の社会でほ，まだ働く老の権利行使が犯罪祝され，市民権を獲得しきっていない。社会科教育ほ

この面でも有効性を発揮しえていないようである。

〔4り 日本の防衛費

日本の財政支出の中の，突出した防衛費をどう思うか，問うている。「アメリカのいいなりに

なって，国民を犠牲にするような支出のしかたほよくないから，軍備拡張を約束した安保条約を

なくした方がよい」という回答がもっとも多く，中学の2割強，高校の3割強ある。平和憲法の

精神ほここに生き続けているといえるし，学習による成果を確かめることもできないわけでほな

い。しかし，「日凍の防衛費増強ほ世界の軍事対立を激化させることほない」とか「西側の一員

として防衛費の分担をすべし」とか「輸送ラインを守るため」とか「他国なみの防衛費」とかい

った，防衛費増強肯定論ほ一つ一つでほ1割に満たないにしても，それらを合わせると中高とも

3割になる。どう考えてよいか「わからない老」ほ，中学の2割5分から高校の1割5分にへる

が，これらの「わからない」老が防衛費増強に抵抗できないと考えれば，平和憲法の精神ほ高校

でも多数派とほいえない。軍拡ほ若者たちから暗黙のうちに容認されることになってしまう。防

衛費増強に対する批判的な見方が高校でふえていることほ，社会認識の発達に光りを投げかけて

いるが，平和憲法を空洞化させる社会的現実ほ著しくすすんでおり，生徒の意識をひきずり込ん

でいる0社会科教育ほ，この面でも深刻にその存在を問われている0 （1983．3記）
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